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防
医
大
進
学
紀
要　

第
四
十
八
号　

十
五
│
二
十
九　

二
〇
二
五

『
雑
文
穿
袋
』
注
釈
稿
（
下
）

伴
野
　
英
一

（
国
語
・
国
文
学
）

（
令
和
六
年
十
二
月
二
十
六
日
受
理
）

は
じ
め
に

前
号
に
続
き
、『
雑
文
穿
袋
』
に
注
釈
を
施
す
。
紙
幅
の
都
合
か
ら
上
・

中
・
下
の
三
回
に
分
け
る
。

底
本
の
書
誌
は
前
々
号
を
ご
参
照
願
い
た
い
。
底
本
の
閲
覧
・
使
用
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
未
だ
至
ら
ぬ
点
も

多
い
の
で
大
方
の
ご
批
正
を
乞
う
。

翻
刻
凡
例

一
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
可
能
な
限
り
底
本
通
り
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

誤
脱
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
底
本
通
り
に
残
し
、
語
釈
に
お
い
て
指
摘
し
た
。

一
、
丁
移
り
は
そ
の
丁
の
表
及
び
裏
の
末
尾
に
、
表
で
あ
れ
ば
（
壱
オ
）（
八

オ
）、
裏
で
あ
れ
ば
（
壱
ウ
）（
八
ウ
）
な
ど
と
、
底
本
の
丁
付
通
り
の
漢
数

字
と
表
裏
の
略
記
を
組
み
合
わ
せ
て
示
し
た
。
な
お
丁
付
を
欠
く
場
合
は

（
丁
付
な
し
オ
）
な
ど
と
し
た
。

一
、
句
読
点
は
底
本
通
り
と
し
た
。

一
、
仮
名
は
現
行
の
平
仮
名
に
改
め
た
が
清
濁
は
底
本
通
り
と
し
た
。
明
ら
か

に
片
仮
名
で
表
記
し
よ
う
と
い
う
意
識
を
も
っ
て
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
片

仮
名
は
底
本
通
り
と
し
た
。

一
、
繰
り
返
し
を
表
す
反
復
記
号
な
ど
は
底
本
通
り
と
し
た
。

一
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
新
字
体
に
置
き
換
え
た
。
た
だ
し
特
記
す
べ
き
だ
と

考
え
る
表
記
に
つ
い
て
は
語
釈
に
お
い
て
指
摘
し
た
。

一
、
口
絵
は
こ
れ
を
省
い
た
。
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一
、
作
品
・
引
用
文
中
に
現
在
の
人
権
意
識
に
そ
ぐ
わ
な
い
語
句
・
表
現
が
あ

る
が
、
歴
史
的
資
料
で
あ
る
原
文
を
尊
重
し
て
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

※
頻
出
す
る
典
拠
は
以
下
の
よ
う
に
略
し
た
『
雑
字
類
編
』
＝
『
編
』、『
南
山

俗
語
考
』
＝
『
南
』、『
唐
話
纂
要
』
＝
『
纂
』、『
改
正
月
令
博
物
筌
』
＝

『
博
』、『
事
物
異
名
類
編
』
＝
『
異
』、『
箋
註
蒙
求
』
＝
『
蒙
求
』

《
翻
刻
》

だ
ん
〳
〵
こ
れ
を
い
ひ
た
つ
れ
ば(

二
十
四
ウ
）
あ
ま
り
く
ひ
物
で
手
間
か
と

れ
ま
し
よ
う
是
は
御
養よ
う
ぜ
う生

心
で
も
つ
き
ま
し
た
ら
そ
の
せ
つ
御
せ
ん
ぎ
な
さ
る

が
よ
い
さ
て
人じ
ん

倫り
ん

の
事
を
お
は
な
し
申
さ
ふ

○
毛も
う

詩し

に
桑さ
う

梓し

と
御
ざ
る
は
父
母
の
事
で
ご
ざ
る
す
な
は
ち
大

指
と
小
ゆ
び
と
に
た
と
へ
る
や
つ
て
ご
ざ
る　

高こ
う

堂ど
う　

家か

大た
い

人じ
ん
父
の

事
也　

北ほ
く

堂ど
う　

大た
い

夫ふ

人じ
ん　

大た
い

孺し
ゆ

人し
ん
な
ど
ゝ
母
の
こ

と
を
い
ひ
ま
す　

泰た
い

山さ
ん
し
う
と　

細さ
い

君く
ん
妻　

豚と
ん

犬け
ん
わ
か
子
を
さ
し
て
ひ

下げ

の
詞
で
ご
ざ
る　

伯は
く
惣
領　

叔
し
ゆ
く
二
男　

仲ち
う
三
男　

季き

四
男　

侯こ
う

伯は
く
大
名

（
二
十
五
オ
）
大た
い
夫ふ
家
老　

圉ぎ
よ

人じ
ん
む
ま
や
べ

つ
と
う
　

監か
ん

門も
ん
門
番　

閽こ
ん

人じ
ん
同　

抱ほ
う

関く
は
ん
せ
き
も
り　

角か
く

觝て
い
す
ま
ふ

と
り
　

食
し
よ
く

客か
く
い
さ
う

ら
う
　

嬖へ
い

妾し
や
う
気
に
い
る
の

手
か
け
也
　

嬖へ
い

臣し
ん
し
ゆ
つ
と

う
の
家
来　

奴ぬ

隷れ
い
下
男　

婢ひ

下
女　

孩が
い

児じ

お
さ
な
子　

家か

僮ど
う

め
し
つ
か
い　

里り

正せ
い
名
主　

五ご

甲か
う
五
人
ぐ
み　

麒き

麟り
ん

児じ

利
口
な

子
也
　

縉し
ん

紳〳
〵

先せ
ん

生せ
い
と
は
き
ん
〳
〵

せ
ん
せ
い
と
い

ふ
事
で

ご
ざ
る　

丈
じ
や
う

人じ
ん
目
う
へ
の
人
を

さ
し
て
い
ふ
　

同ど
う

僚り
や
う
同
役　

商
し
や
う

客か
く
あ
き
ん
ど　

遺い

遊ゆ
う
へ
や
ず
み　

倅す
い
同　

友ゆ
う

于う

兄
弟
中
の

よ
い
事
　

家か

累る
い
や
く
か
い　

同ど
う

堂と
う
い
と
こ　

庸よ
う

人し
ん
や
と
ひ
人　
（
二
十
五
ウ
）
痴ち

漢か
ん
ば
か
も
の　

鮑ほ
う

知ち

こ
れ
は
中
の
よ
い
友
て
御
ざ
る
管く
は
ん
ち
う
は
う

仲
鮑

叔し
ゆ
く
が牙

ふ
か
く
ま
ぢ
は
り
し
故
事

　

膏
こ
う
り
や
う
の
し
ゆ
し

梁
豎
子
金
持
の
や
く
に

た
ゝ
ぬ
人
を
い
ふ　

任し
ん

侠き
や
う
男
だ
て　

浮ふ

と

し
屠
氏
出家　

俳は
い

優ゆ
う

侏し
ゆ

儒じ
ゆ
狂
言
や
く
し
や

や
う
の
も
の
也　

新し
ん

知ち

近
比
心
安
く

つ
き
あ
ふ
人　

崑こ
ん

崙ろ
ん

奴ぬ

く
ろ
ん
坊　

瞽こ

者し
や
め
く
ら　

姦か
ん

夫ふ

間
夫　

花く
は

子し

こ
じ
き　

仵ご

さ作
ゑ
た　

さ
て
〳
〵
御
退た
い

屈く
つ

で
ご
ざ
ら
う
ま
づ
一
ふ
く
お
あ
が
り
な
さ
い
此
蔵
た
ば
こ
の
み
な
が
ら
御
と

こ
の
御
花
は
梅
そ
う
に
御
ざ
る
が
は
や
う
（
二
十
六
オ
）
咲
ま
し
た
先
生
い
や

あ
れ
は
唐と
う

花く
は

で

む
ろ
ざ
き

ご
ざ
る
あ
の
と
め
の
寒か
ん

菊き
く

と
申
も
の
が
雪せ
つ

霜さ
う

を
凌し
の
いで
咲
ま
す
が

や
さ
し
い
も
の
で
ご
ざ
る
ナ
ル
ホ
ド
〳
〵
そ
ば
に
御
ざ
る
は
琴き
ん

さ
う
に
ご
ざ
り
ま

す
か
先
生
あ
そ
ば
し
ま
す
か
イ
ヤ
琴き
ん

は
ひ
さ
し
う
い
た
し
ま
せ
ぬ
そ
れ
ゆ
ゑ
絃い
と

も
御
ざ
ら
ず
陶と
う

淵ゑ
ん

明め
い

が
無む

絃げ
ん

琴き
ん

と
い
ふ
も
の
で
ま
こ
と
の
長
ち
や
う

物ぶ
つ

で

い
ら
ぬ
だ
う
ぐ

御
ざ
る

（
二
十
六
ウ
）
此
蔵
う
な
つ
き
あ
の
陶と
う

渕え
ん

明め
い

と
い
ふ
人
は
酒
ず
き
で
は
御
ざ
り

ま
せ
ぬ
が
な
る
ほ
ど
お
も
し
ろ
い
酒
の
み
で
ご
ざ
る
首か
し
らに
か
ぶ
つ
て
を
る
が
漉ろ
く

酒し
ゆ

巾ぎ
ん

と
申
て
酒
こ
し
で
ご
ざ
る
種う
ゆ
る

レ

秫
じ
ゆ
つ
を
で
ん

田
と
申
て
田で
ん

地ぢ

酒
を
つ
く
る
米
を
つ
く

つ
た
男
で
ご
ざ
る
む
た
な
や
つ
ら
に
折を
る

レ

腰
こ
し
を

よ

は
ひ
か
ゞ
む

り
は
ひ
つ
こ
ん
で
の
む
が
よ
い

と
五ご

斗と

米べ
い

を
辞じ

し
ま
し
た
五
斗
米
は
切
米
也
官

職
を
す
て
し
事
也
　
（
二
十
七
オ
）
し
か
し
そ
れ
も
空く
う

嚢の
う

で
は
い
か
ぬ
事
で
ご
ざ
る
空
嚢
は
銭
な

き
こ
と
也

《
語
釈
》

●
桑
梓
＝
父
母
を
敬
う
こ
と
。「
桑
ハ
蚕
ヲ
飼
フ
モ
ノ
梓
ハ
器
ヲ
ツ
ク
ル
木
ニ

テ
麁
人
ノ
家
ニ
ウ
ユ
ル
木
ナ
リ
子
タ
ル
モ
ノ
ハ
父
母
ノ
家
ニ
ウ
ヘ
ヲ
キ
タ
ル
木

ヲ
モ
恭
敬
メ
ウ
ヤ
マ
ヒ
大
切
ニ
ス
ル
コ
ト
ナ
リ
」（
安
永
九
〈
一
七
八
〇
〉
序

『
毛
詩
国
字
弁
』
三　

小
雅
・
小
弁
）
●
高
堂
／
家
大
人
＝
「
只
応
伝
善
政
、

日
夕
慰
高
堂
」（「
送
黎
六
郎
赴
陽
翟
少
府
」
韋
応
物
）。「
自称
家
大
人
」（『
増
広

写
信
必
読
』
九
）
●
北
堂
／
大
夫
人
／
大
孺
人
＝
「
北ヲ
フ
ク
ロ堂

」（『
編
』）。

「
大
ダ
ア
ー
フ
ウ
ジ
ン

夫
人
オ
ク
サ
マ
」（『
南
』）。「
大
孺
人
」
未
詳
。「
孺
人
」
は
本
妻
の
意
。
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「
天
子
之
妃
曰
后
、
諸
侯
曰
夫
人
、
大
夫
曰
孺
人
、
士
曰
婦
人
、
庶
人
曰
妻
」

（『
礼
記
』
曲
礼
下
）
●
泰
山
＝
「
○
妻
父
母　

今
人
呼
父
為
岳
公
、
仝
泰
山
」

（『
写
信
必
読
』
九
）
●
豚
犬
＝
「
賤セ
ガ
レ息　

豚
犬
」（『
編
』）
●
伯
／
叔
／
仲
／

季
＝
「
伯
・
仲
・
叔
・
季
」
の
順
で
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
。「
故
以
時
長
幼
號
曰

伯
、
仲
、
叔
、
季
也
。
伯
者
、
長
也
、
伯
者
子
最
長
、
迫
近
父
也
。
仲
者
、
中

也
。
叔
者
、
少
也
。
季
者
、
幼
也
」（『
白
虎
通
』
八
・
姓
名
）。「
惣
領
」
は
長

男
。「
長ソ
ウ
レ
ウ子
」（『
編
』）
●
侯
伯
＝
「
廟
前
ハ
乃
チ
肅
然
。
天
下
ノ
侯
伯
。
皆

石
イ
シ
ト
ウ
ロ
ウ
燈
。凡
ソ
諸
侯
ノ
鎮
タ
ル
大
阪
城
ニ
鎮
タ

ル
者
。
各
〃
建
ツ
石
燈
ヲ
於
廟
前　

」（
安
政
六
〈
一
八
五
九
〉
刊
『
大
阪
繁
昌

詩
』
中
）
●
大
夫
＝
「
我
藩
の
大
夫
岡
新
左
衞
門
と
い
へ
る
人
の
も
と
に
持
行

し
か
〴
〵
の
次
第
な
れ
ば
此
蘭
書
求
度
と
告
た
り
」（
文
化
一
二
〈
一
八
一
五
〉

刊
『
蘭
学
事
始
』
上
）。
岡
新
左
衞
門
は
小
浜
藩
の
家
老
。
●
圉
人
＝
軍
に
仕

え
て
牧
畜
を
行
っ
た
役
職
。「
掌
養
馬
芻
牧
之
事
」（『
周
礼
』
夏
官
司
馬
）。

「
廐
ウ
マ
ヤ
モ
ノ養

◦
圉
人
」（『
編
』）
●
監
門
＝
「
門モ
ン
バ
ン兵

◦
監
門
」（『
編
』）
●
閽
人
＝

「
閽モ
ン
バ
ン人
」（『
異
』）
●
抱
関
＝
「
嬴
乃
夷
門
抱
関
者
也
」（『
史
記
』
魏
公
子
列

伝
）
●
角
觝
＝
「
角ス
モ
ウ
ト
リ

觝
人
」（『
編
』）
●
食
客
＝
「
食
キ
シ
ユ
ク
ノ
セ
ワ
ニ
ン

客
」（『
編
』）
●
嬖

妾
＝
「
妾テ
カ
ケ　

嬖ヲ
モ
イ
モ
ノ妾」（『
編
』）
●
嬖
臣
＝
「
嬖
シ
ユ
ツ
ト
ウ
ノ

臣シ
ン
カ」（『
編
』）「
出
頭
」
は
、

寵
愛
を
受
け
て
出
世
す
る
の
意
。「
父ち
ゝ

は
そ
ん
じ
や
う
そ
こ
に
。
奉ほ
う
こ
う公
せ
し

悴か
せ（
マ
マ
）

　
　

侍
さ
ぶ
ら
ひな

り
し
が
。
百
ぬ
ら
り
の
う
そ
つ
き
追つ
い
せ
う従

ら
し
き
へ
つ
ら
ひ
も
の
な

り
け
れ
ば
。
主し
ゆ
く
ん君

の
気き

に
い
り
て
。
知ち
ぎ
や
う行

を
と
り
出し
ゆ
つ
と
う頭し

け
る
ほ
ど
に
」（
寛

文
初
年
刊
『
浮
世
物
語
』
一
の
二
）
●
奴
隷
＝
「
商
販
奴
隷
之
賤
シ
キ
或
ハ
有

リ
下
孝
友
廉
直
出
テ
二
天
性
一
ニ
士
人
之
所
ノ
レ
不
レ
及
ハ
」（『
童
子
問
』
二
九
）

●
婢
＝
「
婢ケ
ジ
ヨ」（『
編
』）
●
孩
児
＝
「
嬰ミ
ド
リ
ゴ児
◦
孩
│
」（『
編
』）
●
家
僮
＝
「
僮

同　奴
也
」（『
増
広
写
信
必
読
』）。
召
使
の
少
年
。「
家
童
」
に
同
じ
。「
瘟お
ん
べ
う病
は
人

を
過あ
や
まつ

物
と
聞
ゆ
る
か
ら
家わ
ら
べ童

ら
も
あ
へ
て
か
し
こ
に
行
し
め
ず
」（
明
和
五

〈
一
七
六
八
〉
序
『
雨
月
物
語
』
菊
花
の
約
）
●
里
正
＝
「
里セ
ウ
ヤ正

」（『
編
』）
●

五
甲
＝
「
五
甲
頭
ク
ミ
カ
シ
ラ
」（『
清
朝
俗
語
解
』）
●
麒
麟
児
＝
「
並
是
天
上

麒
麟
児
」（「
徐
卿
二
子
歌
」
杜
甫
）
●
縉
紳
先
生
＝
孔
子
没
後
の
無
名
の
儒
者

た
ち
を
指
す
語
。「
然
而
縉
紳
先
生
之
徒
負
孔
子
礼
器
往
委
質
為
臣
者
」（『
史

記
』
儒
林
列
伝
）
●
丈
人
＝
年
長
の
者
を
敬
っ
て
い
う
語
。「
遇
丈
人
、
以
杖

荷
蓧
」（『
論
語
』
微
子
）
●
同
僚
＝
「
同ホ
ウ
バ
イ僚
」（『
編
』）
●
商
客
＝
「
賈ア
キ
ビ
ト人
◦

客タ
ビ
ア
キ
ン
ド

商
」（『
編
』）
●
遺
遊
＝
未
詳
。
●
倅
＝
「
遊
（
游
）
倅
」
を
い
う
か
。

「
凡
国
之
政
事
、
国
子
存
游
倅
、
使
之
修
徳
学
道
、
春
合
諸
学
、
秋
合
諸
射
、

以
考
其
芸
而
進
退
之
。
游
倅
、
未
仕
者
」（『
太
平
御
覧
』
皇
親
部
一
二
・
太
子

一
）
●
友
于
＝
「
孝
乎
惟
孝
、
友
于
兄
弟
、
施
於
有
政
」（『
論
語
』
為
政
）「　

友キ
ヨ
ウ
ダ
イ
ナ
カ
ヨ
ク
ス
ル

愛
　

友
于
」（『
異
』）
●
家
累
＝
「
家ヤ
ツ
カ
イ累

」（『
編
』）
●
同
堂
＝

「
従イ

ト

コ

父
兄
弟　

同
堂
」（『
編
』）
●
庸
人
＝
「
庸
与
傭
通
」（『
正
字
通
』）。「
因

樹
為
屋
、
自
同
傭
人
」（『
後
漢
書
』
周
黄
徐
姜
申
屠
列
伝
）。「
庸
人
」
は
凡
庸

な
人
の
意
。「
庸ボ
ン
プ夫
◦
│
人
」（『
編
』）
●
痴
漢
＝
「
痴ア
ホ
ウ人
◦
痴
漢
」（『
編
』）

●
鮑
知
＝
「
管
鮑
の
交
わ
り
」
の
故
事
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。「
管
仲
夷
吾
者
、

潁
上
人
也
。
少
時
常
与
鮑
叔
牙
游
、
鮑
叔
知
其
賢
」（『
史
記
』
管
晏
列
伝
）
●

膏
梁
豎
子
＝
「
膏
梁
」
は
美
食
。
転
じ
て
そ
の
よ
う
な
食
事
が
で
き
る
裕
福
な

人
。「
所
以
戒
膏
粱
之
子
也
」（『
文
心
雕
龍
』
三
・
雑
文
）。「
豎
子
」
は
未
熟

者
を
さ
げ
す
ん
で
い
う
語
。
ま
た
は
、
子
ど
も
。「
龐
涓
自
知
智
窮
兵
敗
、
乃

自
剄
、
曰
、
遂
成
豎
子
之
名
」（『
史
記
』
孫
子
吳
起
列
伝
）
●
任
侠
＝
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「
任ヲ
ト
コ
ダ
テ侠」（『

編
』）
●
浮
屠
氏
＝
「
今
世
ノ
詩
人
、
于
鱗
氏
ヲ
尊タツ
ト
フ崇
ス
ル
コ
ト
恰
ア
タ
カ

モ
浮
屠
氏
ノ
仏
祖
ヲ
尊
崇
ス
ル
如
シ
」（
天
明
三
〈
一
七
八
三
〉
刊
『
作
詩
志

彀
』）
●
俳
優
侏
儒
＝
「
乱
世
不
然
、
汙
漫
突
盜
以
先
之
、
権
謀
傾
覆
以
示
之
、

俳
優
、
侏
儒
、
婦
女
之
請
謁
以
悖
之
」（『
荀
子
』
王
霸
）
●
新
知
＝
「
故シ
ル
ヒ
ト人
◦

新ア
タ
ラ
シ
キ

知
」（『
編
』）
●
崑
崙
奴
＝
「
崑ク
ロ
ン
ボ崙
奴
子
」（『
編
』）
●
瞽
者
＝
「
瞽

者
無
以
与
乎
文
章
之
観
」（『
荘
子
』
内
篇
・
逍
遥
遊
）
●
姦
夫
＝
「
姦
夫
マ
オ

ト
コ
」

（『
小
説
字
彙
』）
●
花
子
＝
「
花ハ
ア
ツ
ウ子　

乞コツ
シ
キ食
」（『
唐
音
和
解
』）
●
仵
作
＝
「
仵

作
死
骸
ヲ
改

ル
モ
ノ

」（『
清
朝
俗
語
解
』）
●
唐
花
＝
「
唐
花
」
は
中
国
由
来
の
唐
花
様

の
花
を
い
う
か
。「
唐か
ら
は
な花
の
諸し
よ
ぼ
く木
五ご

色し
き

の
玉た
ま

を
敷し
き

て
金き
ん
け
い鶏
の
は
な
ち
飼か
ひ

」（
元
禄

六
〈
一
六
九
三
〉
刊
『
浮
世
栄
花
一
代
男
』
四
の
一
）。「
む
ろ
ざ
き
」
は
室

咲
。
温
室
な
ど
の
室
内
で
咲
か
せ
た
花
。「
又ま
た

天
情せ
い

を
請う
け

ぬ
玉た
ま

椿つ
は
きを

。
室む
ろ
ざ
き咲

さ

せ
し
は
花は
な

も
い
た
み
て
」（
貞
享
元
〈
一
六
八
四
〉
刊
『
諸
艶
大
鑑
』
五
の
一
）

●
と
め
＝
生
け
花
で
挿
し
た
花
が
緩
ま
な
い
よ
う
に
根
元
に
添
え
る
草
花
。
根

締
め
。「
留
の
花
ち
り
ぬ
る
を
ま
つ
い
ろ
は
茶
屋
」（『
誹
風
柳
多
留
』
九
二
）

●
無
絃
琴
＝
「
無
弦
の
琴
」
の
故
事
か
ら
。「
畜
素
琴
一
張
、
弦
徽
不
具
。
毎

朋
酒
之
会
、
則
撫
而
和
之
曰
、
但
識
琴
中
趣
」（『
蒙
求
』
陶
潸
帰
去
）
●
漉
酒

巾
＝
「
逢
其
酒
熟
、
取
頭
上
葛
巾
、
漉
酒
、
畢
還
復
著
之
」（『
蒙
求
』
淵
明
把

菊
）
●
種
秫
田
＝
「
秫
」
は
モ
チ
ア
ワ
。
酒
の
原
料
と
な
る
。「
在
県
、
公
田

悉
令
種
秫
穀
、
曰
、
令
吾
常
酔
於
酒
足
矣
。
妻
子
固
請
種
粳
。
乃
使
一
頃
五
十

畝
種
秫
、
五
十
畝
種
粳
。
素
簡
貴
、
不
私
事
上
官
。
郡
遣
督
郵
至
県
、
吏
白
応

束
帯
見
之
、
潜
歎
曰
、
吾
不
能
為
五
斗
米
折
腰
、
拳
拳
事
郷
里
小
人
邪
」。「
五

斗
米
」
は
年
に
五
斗
の
わ
ず
か
な
扶
持
。
薄
給
の
意
。「
陶た
う
ゑ
ん
め
い

渕
明
は
五ご

斗と

米べ
い

に

痿
」（
明
和
五
〈
一
七
六
八
〉
序
『
痿
陰
隠
逸
伝
』）
●
切
米
＝
知
行
地
を
持
た

な
い
武
士
が
主
君
か
ら
支
給
さ
れ
る
俸
禄
米
。「
お
天て
ん
た
う道

人
こ
ろ
さ
す
と
い
ふ

が
ご
と
く
。
そ
れ
〳
〵
に
知ち
き
や
う行
き
り
米ま
い

を
も
ら
ひ
て
。
身
を
す
ぐ
る
者も
の

世
に
お

ほ
し
」（『
浮
世
物
語
』
三
の
五
）

《
翻
刻
》

此
蔵
さ
て
た
ゝ
い
ま
の
跡
を
も
そ
つ
と
承
り
ま
し
よ
う
先
生
も
そ
つ
と
お
は
な

し
申
さ
ふ
か
手
紙
文
な
ど
の
こ
と
は

○
魚ぎ
よ

書し
よ　

魚
封ほ
う　

尺せ
き

一い
つ　

尺
素そ　

尺
牘と
く　

竿が
ん

牘　

寸す
ん

箋せ
ん
な
ど
ゝ

申

　

彩さ
い

翰か
ん　

朶だ

雲う
ん　

雲
翰　

瑤よ
う

函か
ん　

雲
章し
や
う　

雲
牘
な
ど
ゝ
人
の
も
と
よ
り
よ
こ
せ
し

手
が
み
を
さ
し
て
い
ひ
ま
す　

又
（
二
十
七
ウ
）
鱗り
ん

鴻こ
う

な
ど
ゝ

い
ひ
　

荘さ
う

尺
な
と
ゝ
い
ふ
は
荘

敬け
い
し
ゆ
す
る修

レ

書し
よ
を

故こ

じ事
有　

情
書
い
ろ
ぶ
み　

貴き

闔か
ふ
御
家

内
様　

万ば
ん

福ふ
く
御
機
け

ん
よ
く　

相さ
う

思し

御
ゆ
か

し
く
　

加か

餐さ
ん
折
角
ま
め
で
ご
ざ
れ

な
ど
ゝ
い
ふ
意
也
　

自し

玉ぎ
よ
く

　

自
愛あ
い
い
づ
れ
も
上
に
お
な
じ

手
紙
の
末
に
か
く
也
　

足そ
つ

下か

貴
様　

不ふ

佞ね
い
拙
者　

僕ほ
く
同　

尊そ
ん

誨く
は
い
如
仰　

疎そ

逖て
き
と
を
〳
〵

し
き
也
　

候
う
か
か
ふ

二
起き

居き
よ
を

一
安
否
を
と

ふ
な
り
　

無な
し

レ
恙
つ
ゝ
か

無
事　

期き
す

二
面め
ん

晤ご
を

一
と
は
期
二
貴
面
一

と
い
ふ
こ
と
　

咫し

尺
千せ
ん

里り

御
近
所
じ
や
か
間
遠
て
御
目

に
か
ゝ
ら
ぬ
と
い
ふ
類
の
事　

誦
よ
う
す

二
采さ
い

葛か
つ

一

詩
経
一
日
不
レ
見
如
二
三
秋
兮
と
あ
れ
は
一
日

あ
は
ぬ
は
三
年
あ
は
ぬ
心
地
す
る
こ
と
を
い
ふ
（
二
十
八
オ
）
す
べ
て
尺せ
き

牘ど
く

の

て
が
み

事
は
そ
の

書し
よ

た
ゞ
と
り
な
が
い
く
ら
も
御
ざ
れ
ば
追
而
御
ら
う
じ
ろ
ま
た
会
く
は
い

合が
う

の

で
あ
ひ

こ
と

を
少
〃
申
さ
ん

交か
う

臂ひ

ひ
ぢ
を
ま
ぢ
ゆ
る

と
は
出
会
す
る
也　

握あ
く

手し
ゆ
こ
れ
も

同
意
　

故こ

旧き
う
ふ
る
い

な
じ
み　

相さ
う

識し
き
ち
か
づ
き　

一い
ち

面め
ん

識
一
度
近
付

に
な
つ
た

計
の
人
初
会
き
り
て
う

ら
に
ゆ
か
ぬ
に
ひ
と
し　

交
芝し

び眉
人
に
出
あ

ふ
事
也
　

覩み
る

二
眉
宇う
を

一
同　

知ち

己き

懇こ
ん

意
の
友　

同ど
う

人じ
ん　

同

遊ゆ
う　

同
盟め
い　

同
袍ほ
う
み
な
友

だ
ち
也　

雉ち

檀だ
ん
ち
か
つ

て
朋
友
（
二
十
八
ウ
）
交
を
結

ぶ
こ
と　

断だ
ん

金き
ん
の

交
ま
じ
は
り
内
外
懇

意
の

と
も

だ
ち　

刎ふ
ん

頸け
い
の

交
同
意
也
廉れ
ん

頗ば

藺り
ん

相
如
が
故
事
　

御き
よ
す

レ
李り
に
と
は
大
通
に
し
た
が
つ

て
遊
ぶ
也
李
膺
が
故
事　

登と
う

龍り
や
う

門も
ん
大
通
の
仲
ケ
間

入
を
す
る
な
り　

夙し
ゆ
く

愛あ
い
む
か
し
か

ら
な
じ
み　

心し
ん

酔す
い
と
は
大
通
に
逢
て
そ
の
気
性
に
か
ん
し
ん
し

て
酒
に
酔
う
た
よ
う
な
心
も
ち
の
す
る
也
　

莫ば
く

逆げ
き
中
の
よ

い
友
　

面め
ん

罄け
い　

│ 

│ 

│
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尽つ
く
すレ
歓く
は
ん
を
み
な
一
座
し
て

面
白
く
遊
ぶ
也　

投と
う

轄か
つ
と
は
陳
遵
と
い
ふ
人
客
の
あ
る
た
び
に
客
の
車
の
轄く
さ
び

を
井
戸
へ
打
こ

み
客
を
と
ゞ
め
て
酒
ゑ
ん
を
せ
し
故
事
あ
り
朝
か
へ
ら
ん
と
す
る
時
け

い
せ
い
羽
織
は
な
が
み
袋
な
ど
を
か

く
し
て
客
を
と
ゞ
む
る
に
お
な
じ　

設せ
つ

榻と
う
陳
蕃
と
い
ふ
人
徐じ
よ
じ
ゆ孺
と
い
ふ
人
の
た

め
に
榻
を
も
う
け
て
ま
ち
し
事
有
（
二
十
九
オ
）　

抂わ
う

顧こ

御
来
駕
な
と
と

い
ふ
が
ご
と
し　

信し
ん

宿し
ゆ
く
居
つ
ゞ

け
也
　

雲う
ん

談だ
ん
と
は
通
の
し
や

れ
る
を
い
ふ
　

十し
う

日じ
つ
の

歓く
は
ん
む
か
し
平へ
い
け
ん原
十
日
歓

と
て
け
し
か
ら
ぬ
な

が
い
居
つ
ゞ
け

あ
り
し
よ
し
　

眼が
ん

中ち
う
の

人ひ
と　

意ゐ

中ち
う
の

人
気
を
し
つ

た
人
な
り　

聚
あ
つ
ま
る

二
徳と
く

星せ
い
に

一
晋
の
陳
寔
と
い
ふ
人
荀
淑
と

い
ふ
人
の
も
と
へ
ゆ
く
つ
れ

て
行
し
人
も
ち
そ
う
を
す
る
人
も
み
な
よ
の
つ
ね
の
人
に
あ
ら
す
時
に
太て

ん
も
ん
じ
や史

奏
し
て
い
は
く
徳
星
天
に
見
ゆ
是
五
百
里
の
内
に
賢
人
の
あ
つ
ま
る
事
あ
り
と　

乗
じ
や
う
すレ
興け
う
に

王
子
猷
と
い
ふ

人
夜
雲
は
れ
月

お
も
し
ろ
か
り
し
か
ば
友
だ
ち
の
戴た

い
あ
ん
た
う

安
道
を
と
は
ん
と
て
酒
を
の
み
て
た
ち
ま
ち
舟
に
の
り
山
陰
よ
り
剡
渓
と

い
ふ
所
へ
い
た
り
門
の
き
は
ま
で
ゆ
き
興
に
乗
じ
て
き
た
り
し
が
興
つ
き
け
れ
ば
か
へ
ら
ん
と
て
内
へ
い
ら
ず

か
へ
り
し

こ
と
あ
り
（
二
十
九
ウ
）
知ち

音い
ん
伯は
く

牙が

よ
く
琴
を
ひ
く
鍾せ
う

子し

期き

よ
く
き
く
山
を
思
つ
て
ひ
く
時
は
し
や
う

し
き
よ
い
哉
峨が

〃ゝ
と
し
て
泰た
い
さ
ん山
の
ご
と
し
と
い
ふ
流り
う
す
い水
を
思
ふ
て
ひ
け

ば
よ
い
哉
よ
う
〳
〵
と
し

て
江
河
の
ご
と
し
と
い
ふ

あ
ら
ま
し
か
様
な
事
で
ご
ざ
る
此
蔵
気
を
置を

く
間
な
く
段
〳
〵
と
書
つ
け
な
が

ら
御
庭
を
あ
る
き
ま
す
は
犬
で
は
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
か
ぶ
た
て
御
ざ
り
ま
す
か
と

と
ふ
な
る
ほ
ど
あ
れ
は
家か

猪ち
よ

で
ご
ざ
る
此
蔵
そ
ん
な
ら
ぶ
た
を
家
猪
（
三
十

オ
）
と
申
ま
す
か
と
書
付
れ
ば
生せ
う

類る
い

に
も
い
ろ
〳
〵
雅が

な
い
き

名
が
ご
ざ
る
ち
と
お

は
な
し
申
さ
ふ
と

○
猫め
う

王わ
う
明み
ん

の
代
猫
の
い
ち
も
つ

を
猫
王
と
い
ひ
ま
し
た　

猫
児じ

な
ど
ゝ
申
事

も
ご
ざ
る
　

麒き

麟り
ん

猫
と
申
は
鼠
と

ら
す
の
事
　

夜や

蟲ち
う
鼠　

大た
い

蟲ち
う

虎　

蝿よ
う

虎こ

子し

は
い
と
り
く
も　

豹へ
う

脚き
や
く
や
ぶ
か
也
き
や
つ
が
豹
の
皮
の
も
ゝ
引
を
は
い

た
や
う
な
足
ゆ
へ
名
づ
け
た
も
の
で
ご
ざ
る
　

蜈ご

蚣
し
や
う

む
か
で　

蚣
蝑し
よ
い
な
ご　

地ち

龍り
や
う
み
ゝ
ず　

蝘ゑ
ん

龍
う
ぐ
ろ
も
ち　

属
し
よ
く

玉ぎ
よ
く
白
鷺　

丁て
い

子し

蛙あ

か
い
る
の
子
（
三
十
ウ
）
狻さ
ん

猊げ
い
獅
子
の
類
也
香
炉
の
獅
子

は
み
な
狻
猊
で
ご
ざ
る
　

壁へ
き

銭せ
ん
ぜ
に
く
も　

四し

脚き
や
く

蛇だ

と
か
げ

こ
の
た
ぐ
ひ
あ
げ
て
か
ぞ
へ
が
た
し
雅
な
名
で
ご
ざ
ら
ね
ば
お
な
ぐ
さ
み
に
も

な
り
が
た
し
追
〃
か
ん
が
へ
て
御
は
な
し
申
ま
し
よ
う
此
蔵
こ
の
類
さ
ぞ
ご
ざ

り
ま
し
よ
う
か
こ
れ
は
追
而
の
事

《
語
釈
》

●
魚
書
＝
鯉
の
腹
か
ら
手
紙
が
出
て
き
た
と
い
う
故
事
に
よ
る
。「
客
従
遠
方

来
、
遺
我
双
鯉
魚
、
呼
児
烹
鯉
魚
、
中
有
尺
素
書
」（『
芸
文
類
聚
』
巻
四
一
）。

「
魚
書
欲
寄
何
由
達
」（
宋
・
晏
殊
「
無
題
」）
●
魚
封
＝
未
詳
。
●
尺
一
＝
古

代
中
国
で
詔
書
を
書
く
た
め
に
使
用
さ
れ
た
板
が
一
尺
一
寸
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
転
じ
て
詔
勅
。「
光
和
元
年
七
月
十
日
、
詔
書
尺
一
。」（『
蔡
中
郎
集
』
七
）

●
尺
素
＝
文
字
を
書
く
た
め
の
一
尺
の
絹
布
の
意
か
ら
転
じ
て
手
紙
。
魚
書
の

項
参
照
。
●
尺
牘
＝
「
尺せ
き
と
く牘
の
書し
よ

疏そ

は
千
里
の
面
目
な
り
と
い
へ
り
」（『
古
今

著
聞
集
』
七
）
手
紙
が
達
筆
で
あ
る
こ
と
は
遠
方
ま
で
誉
を
得
る
と
い
う
意
。

●
竿
牘
＝
簡
牘
と
も
。
竹
の
札
、
木
の
札
に
文
字
を
書
い
た
こ
と
か
ら
転
じ

た
。「
不
離
苞
苴
竿
牘
」（『
荘
子
』
雑
篇
・
列
御
寇
）
●
寸
箋
＝
簡
単
な
書
信

の
意
。「
匆
匆
的
聊
附
寸
箋
、
草
草
伏
乞
尊
照
不
宜
」（『
琵
琶
記
』
第
二
十
六

出　

拐
児
紿
誤
）
●
彩
翰
＝
彩
色
さ
れ
た
書
箋
。「
葉
動
驚
彩
翰
、
波
澄
見
赬

首
」（「
和
浙
西
李
大
夫
晚
下
北
固
山
喜
徑
松
成
陰
悵
然
懷
古
偶
題
臨
江
亭
并
浙

東
元
相
公
所
和
依
本
韻
」
劉
禹
錫
）
●
朶
雲
＝
唐
の
韋
陟
は
常
に
五
色
の
書
簡

箋
を
使
用
し
、
本
文
は
侍
妾
に
書
か
せ
て
署
名
の
み
し
た
。
自
ら
そ
の
署
名
が

垂
れ
下
が
っ
た
五
色
の
雲
の
よ
う
だ
と
言
っ
た
と
い
う
故
事
か
ら
、
他
人
の
手

紙
を
敬
っ
て
言
う
。「
而
書
体
遒
利
、
皆
有
楷
法
、
陟
唯
署
名
。
常
自
謂
所
書

陟
字
、
如
五
朵
雲
。
当
時
人
多
倣
效
。
謂
之
郇
公
五
雲
体
。
常
以
五
彩
紙
為
緘

題
」（『
太
平
広
記
』
奢
侈
二
・
韋
陟
）
●
雲
翰
＝
「
雲
翰
雲
、
言
其
高

也
、
翰
書
信
也
」（『
写

信
必
読
』
四
）
●
瑤
函
＝
他
者
か
ら
の
手
紙
の
尊
称
。「
瑤
函
真
跡
在
、
妖
魅

敢
揚
威
」（「
月
下
留
丹
灶
」
司
空
円
）
●
雲
章
＝
天
子
の
御
真
筆
。「
予
将
赴
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毫
、
仮
道
於
汝
陰
、
因
得
閱
書
于
子
履
之
室
。
而
雲
章
爛
然
、
輝
映
日
月
」

（『
容
斉
三
筆
』
一
二
）
●
雲
牘
＝
未
詳
。
●
鱗
鴻
＝
魚
や
雁
が
手
紙
を
運
ん
だ

と
い
う
こ
と
か
ら
転
じ
る
。「
只
就
鱗
鴻
求
遠
信
」（「
王
三
十
七
自
京
垂
訪
、

作
此
送
之
」
徐
鉉
）
●
荘
尺
＝
未
詳
。
●
情
書
＝
恋
文
。「
或
寫
情
書
来
叫
他

去
」（『
金
瓶
梅
』
九
四
）
●
貴
闔
＝
未
詳
。
●
万
福
＝
以
下
の
よ
う
な
手
紙
の

決
ま
り
文
句
。「
富フ
ツ

貴キ

万バ
ン
プ
ク福
猶ナ
ヲ

以
テ
幸カ
ウ
ジ
ン甚
々
々
」（
慶
安
二
〈
一
六
四
九
〉
刊

『
庭
訓
往
来
註
』）
●
相
思
＝
「
江
南
江
北
愁
望
、
相
思
相
憶
空
吟
」（「
隔
漢
江

寄
子
安
」
魚
玄
機
）
●
加
餐
＝
お
体
を
大
切
に
、
の
意
。「
遠
遊
令
人
痩
、
衰

疾
慚
加
餐
」（「
水
会
渡
」
杜
甫
）
●
自
玉
＝
未
詳
。
●
自
愛
＝
「
殊
御
自ジ

愛ア
イ

」

（
寛
文
元
〈
一
六
六
一
〉
刊
『
新
刊
吾
妻
鏡
』
一
〇
・
建
久
元
年
十
月
十
三
日

甲
午
）
●
足
下
＝
「
足
下
称
至
交

之
友
也
」（『
写
信
必
読
』
六
）
●
不
侫
＝
「
学が
く
し
や者

の

足そ
つ

下か

。
藩お
や
し
き中

の
貴き

殿で
ん

。
侠き
や
ん者

の
お
み
さ
ん
。
通つ
う

の
ぬ
し
。
何い
づ

れ
も
き
さ
ま
は
き

さ
ま
な
り
。
そ
の
返へ
ん
ほ
う報

に
不ふ

佞ね
い

と
い
ひ
。
身み

ど
も
と
い
ひ
。
お
れ
が
と
い
ひ
。

わ
つ
ち
と
い
ふ
」（
安
永
年
間
刊
『
道
中
粋
語
録
』）
●
僕
＝
「
僕
自
謙
之
辞
」

（『
増
広
写
信
必
読
』
六
）
●
尊
誨
＝
「
数
日
聴
尊
誨
、
敬
当
銘
佩
、
請
出
整
衣

拝
辞
」（『
朱
子
語
類
』
朱
子
五
・
論
治
道
）
●
疎
逖
＝
「
使
疏
逖
不
閉
索
隠
曰
逖

遠
言
其
疏

逖
者
不
被

閉
絶
也
」（『
司
馬
相
如
列
伝
』
古
活
字
版
）
●
候
起
居
＝
「
今
因
便
鴻
謹
候
起

居
」（『
金
瓶
梅
』
六
七
）
●
無
恙
＝
「
問
曰
子
之
君
無
恙
乎
」（『
説
苑
』
奉

使
）
●
期
面
晤
＝
「
面
晤
」
は
面
会
し
て
話
す
意
。「
尚
隔
ツ
レ
音
問
ヲ
悠
悠
タ

ル
吾
思
忽
ニ
披
レ
華
緘
ヲ
無
レ
異
二
面
晤
ニ
一
」（
貞
享
元
〈
一
六
八
四
〉
刊
『
済
北

集
』
九
）。「
貴
面
」
も
同
意
。「
互
に
一
座
も
打
絶た

え
。
貴き

面め
ん

な
ら
ね
ば
便
も

聞
か
ず
」（
享
保
五
〈
一
七
二
〇
〉
初
演
『
心
中
天
の
網
島
』
上
）
●
咫
尺
千

里
＝
気
持
ち
が
通
じ
て
い
な
け
れ
ば
近
く
に
い
て
も
千
里
の
遠
く
に
離
れ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
る
と
い
う
意
。「
含
情
咫
尺
千
里
、
況
聽
家
家
遠
砧
」（「
隔
漢

江
寄
子
安
」
魚
玄
機
）
●
誦
采
葛
＝
『
詩
経
』
収
載
の
詩
、
王
風
「
采
葛
」
の

「
彼
采
蕭
兮
。
一
日
不
見
、
如
三
秋
兮
」
に
よ
る
。
●
交
臂
＝
「
相
逢
且
交
臂
、

相
命
且
銜
杯
」（「
使
至
汴
州
喜
逢
宋
之
問
」
李
夔
）
●
握
手
＝
「
握
手
於
此

地
、
当
歓
反
成
悲
」（「
贈
史
修
文
」
沈
千
運
）
●
故
旧
＝
「
君
子
篤
於
親
、
則

民
興
於
仁
、
故
旧
不
遺
、
則
民
不
偷
」（『
論
語
』
泰
伯
）
●
相
識
＝
「
相チ
カ
ヅ
キ識
」

シ
ル
ヒ
ト

（『
編
』）
●
一
面
識
＝
「
今
據
レ
ハ
二
其
書
ノ
所
一
レ
言
則
白
石
與
二
洞
巌
一
未
タ
三

嘗
テ
有
二
一
面
識
一
」（
文
政
一
三
〈
一
八
三
〇
〉
刊
『
先
哲
叢
談
後
篇
』
四
）。

「
初
会
」
は
、
あ
る
特
定
の
遊
女
に
逢
う
の
が
初
め
て
。「
う
ら
（
裏
）」
は
二

度
目
と
い
う
こ
と
。「
三
会
目
」
ま
で
進
む
と
、
そ
の
遊
女
と
「
馴
染
」
と
な

る
。
●
交
芝
眉
＝
「
芝
眉
」
は
唐
の
房
琯
が
紫
芝
の
眉
を
褒
め
た
故
事
か
ら
転

じ
て
、
ひ
と
の
顔
を
敬
っ
て
言
う
。「
房
琯
毎
見
徳
秀
、
嘆
息
曰
、
見
紫
芝
眉

宇
、
使
人
名
利
之
心
都
尽
」（『
新
唐
書
』
列
伝
一
一
九
・
卓
行
）
●
覩
眉
宇
＝

「
覩
」
は
見
る
。「
眉
宇
」
は
眉
の
辺
り
の
意
。「
汝
陽
讓
帝
子
、
眉
宇
真
天
人
」

（「
八
哀
詩
：
贈
太
子
太
師
汝
陽
郡
王
璡
」
杜
甫
）
●
知
己
＝
「
知
己

知
己
、
好
朋
友
也
、

謂
知
我
為
人
也
」（『
写
信
必
読
』
四
）
●
同
人
＝
「
同
人
永
日
自
相
将
」（「
陸

勝
宅
秋
暮
雨
中
探
韻
同
作
」
張
南
史
）
●
同
遊
＝
「
同
遊
三
四
人
、
両
人
不
敢

上
」（「
登
香
爐
峰
頂
」
白
居
易
）
●
同
盟
＝
「
高
老
先
生
原
是
老
先
生
同
盟
、

将
来
自
是
難
兄
難
弟
可
知
」（『
儒
林
外
史
』
翰
林
高
談
龍
虎
榜　

中
書
冒
占
鳳

凰
池
）
●
同
袍
＝
「
所
是
同
袍
者
、
相
逢
尽
衰
老
」（「
長
歌
行
」
王
昌
齡
）
●

雉
檀
＝
赤
い
雉
と
白
い
犬
の
血
を
啜
っ
て
盟
を
誓
う
為
に
作
っ
た
壇
と
い
う
。
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●
断
金
交
＝
金
属
を
も
断
ち
切
る
ほ
ど
の
厚
い
友
情
を
い
う
故
事
。「
二
人
同

心
、
其
利
断
金
」（『
周
易
』
繋
辞
上
）
●
刎
頸
交
＝
互
い
の
た
め
に
首
を
刎
ね

ら
れ
て
も
悔
い
は
な
い
と
い
う
ほ
ど
の
友
情
を
い
う
故
事
。「
鄙
賤
之
人
、
不

知
将
軍
寬
之
至
此
也
。
卒
相
与
驩
、
為
刎
頸
之
交
」（『
史
記
』
廉
頗
藺
相
如
列

伝
）
●
御
李
＝
官
人
李
膺
は
師
で
あ
る
荀
淑
の
子
、
荀
爽
に
慕
わ
れ
た
故
事
に

よ
る
。「
荀
爽
嘗
就
謁
膺
、
因
為
其
御
、
既
還
、
喜
曰
、
今
日
乃
得
御
李
君
矣
」

（『
後
漢
書
』
党
錮
列
伝
）
●
登
龍
門
＝
公
正
な
李
膺
（
前
項
参
照
）
に
認
め
ら

れ
た
若
い
官
吏
は
、
出
世
が
約
束
さ
れ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
黄
河

上
流
に
あ
る
急
流
の
竜
門
を
登
っ
た
鯉
は
竜
と
な
る
と
い
う
伝
説
に
な
ぞ
ら
え

ら
れ
た
故
事
か
ら
。「
是
時
朝
庭
日
乱
、
綱
紀
穨
阤
、
膺
独
持
風
裁
、
以
声
名

自
高
。
士
有
被
其
容
接
者
、
名
為
登
龍
門
」（『
後
漢
書
』
党
錮
列
伝
）
●
夙
愛

＝
「
或
得
将
卑
職
汛
房
另
行
更
換
庶
無
貽
旟
。
因
恃
、
憲
台
夙
愛
。
故
言
無
不

尽
耳
」（『
福
恵
全
書
』
五
）
●
心
酔
＝
「
心ホ
レ
ル酔

」（『
編
』）
●
莫
逆
＝
「（
互
い

の
）
心
に
逆
ら
う
こ
と
莫
し
」
か
ら
。「
四
人
相
視
而
笑
、
莫
逆
於
心
、
遂
相

与
為
友
」（『
荘
子
』
内
篇
・
大
宗
師
）
●
面
罄
＝
未
詳
。
●
尽
歓
＝
「
人
生
得

意
須
尽
歓
、
莫
使
金
尊
空
対
月
」（「
将
進
酒
」
李
白
）
●
投
轄
＝
「
遵
耆
酒
、

每
大
飲
、
賓
客
満
堂
、
輒
碩
関
門
、
取
客
車
轄
投
井
中
、
雖
有
急
、
終
不
得

去
」（『
漢
書
』
游
侠
伝
）
●
設
榻
＝
「
榻
」
は
腰
か
け
の
意
。「
徐
稚
字
孺
子

《
略
》
蕃
在
郡
不
接
賓
客
、
唯
稚
来
特
設
一
榻
、
去
則
縣
之
」（『
後
漢
書
』
周

黄
徐
姜
申
屠
列
伝
）
●
抂
顧
＝
「
抂
」
は
「
狂
」
の
譌
字
。「
抂
、
狂
字
之
譌
」

（『
正
字
通
』）。「
狂
顧
」
は
慌
て
ふ
た
め
く
の
意
。「
此
由
禽
鹿
、
少
見
馴
育
、

則
服
従
教
制
、
長
而
見
羈
、
則
狂
顧
頓
纓
、
赴
踏
湯
火
」（『
芸
文
類
聚
』

二
一
・
絶
交
）。
割
注
は
急
な
来
客
を
迎
え
た
様
を
い
う
か
。
●
信
宿
＝
二
連

泊
す
る
の
意
。「
村
邑
ハ
多
ク
鶏
ヲ
飼
フ
モ
ノ
ナ
ル
ニ
。
予
ガ
縁
家
佐
々
木
友

賢
ト
イ
フ
医
生
ア
リ
。
摂
津
ノ
小
野
原
ニ
住
ス
。
ソ
レ
ニ
信
宿
セ
シ
コ
ト
ア
リ

シ
。
絶
テ
鶏
声
ナ
シ
」（
明
和
五
〈
一
七
六
八
〉
刊
『
孔
雀
楼
筆
記
』
四
）
●

雲
談
＝
未
詳
。
●
十
日
歓
＝
「
寡
人
聞
君
之
高
義
、
願
与
君
為
布
衣
之
友
、
君

幸
過
寡
人
、
寡
人
願
与
君
為
十
日
之
飲
」（『
史
記
』
范
睢
蔡
沢
列
伝
）
●
眼
中

人
＝
「
不
見
眼
中
人
、
天
長
音
信
断
」（「
大
堤
曲
」
李
白
）
●
意
中
人
＝
「
雲

迷
水
隔
意
中
人
」（「
甘
州
子
」
顧
夐
）
●
聚
徳
星
＝
「
仲
弓
与
諸
子
侄
造
季
和

父
子
討
論
、
于
時
徳
星
聚
。
太
史
奏
曰
、
五
百
里
內
有
賢
人
聚
」（『
蒙
求
』
荀

陳
徳
星
）
●
乗
興
＝
「
王
子
猷
居
山
陰
、
大
雪
夜
、
眠
覚
、
開
室
酌
酒
、
四
望

皎
然
、
因
起
彷
徨
、
詠
左
思
招
隠
詩
、
忽
憶
戴
安
道
、
時
載
在
剡
溪
、
即
便
夜

乗
軽
舩
就
戴
、
経
宿
方
至
、
既
造
門
、
不
前
便
返
、
人
問
其
故
。
王
曰
、
吾
本

乗
而
行
、
興
尽
而
返
、
何
必
見
戴
」（『
芸
文
類
聚
』
二　

天
部
下
・
雪
）
●
知

音
＝
『
呂
氏
春
秋
』
孝
行
覧
・
本
味
に
あ
る
伯
牙
と
鍾
子
期
の
故
事
よ
り
転
じ

て
親
友
の
意
と
す
る
。「
伯
牙
鼓
琴
、
鍾
子
期
聴
之
、
方
鼓
琴
而
志
在
太
山
、

鍾
子
期
曰
、
善
哉
乎
鼓
琴
、
巍
巍
乎
若
太
山
。
少
選
之
間
、
而
志
在
流
水
、
鍾

子
期
又
曰
、
善
哉
乎
鼓
琴
、
湯
湯
乎
若
流
水
。
鍾
子
期
死
、
伯
牙
破
琴
絕
弦
、

終
身
不
復
鼓
琴
、
以
為
世
無
足
復
為
鼓
琴
者
」。「
朋ト
モ
ダ
チ友

◦
知
音
」（『
編
』）
●

家
猪
＝
「
豕ブ
タ

◦
家
猪
」（『
編
』）
●
猫
王
＝
未
詳
。
●
猫
児
＝
「
猫マ
・
ウ
ル
ウ児
ネ
コ
」

（『
南
』）
●
麒
麟
猫
＝
捕
食
を
行
わ
な
い
と
さ
れ
る
中
国
古
代
の
瑞
獣
「
騶す
う
ぐ虞

」

と
、
瑞
獣
「
麒
麟
」
を
混
交
し
た
か
。「
麒
麟
騶
虞
ハ
倶
ニ
好
ム
レ
仁
ヲ
之
獣
也
」

（
寛
政
元
〈
一
七
八
九
〉
序
『
故
事
成
語
考
集
註
』
鳥
獣
）
●
夜
蟲
＝
未
詳
。
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●
大
蟲
＝
「
大
ダ
ー
チ
ヨ
ン蟲
ト
ラ
」（『
南
』）
●
蝿
虎
子
＝
「
蝿
ハ
イ
ト
リ
グ
モ

虎
」（『
編
』）
●
豹
脚
＝

「
蚊カ　

豹ヤ
ブ
カ脚

」（『
編
』）
●
蜈
蚣
＝
「
蜈ウ
コ
ン蚣
ム
カ
デ
」（『
南
』）
●
蚣
蝑
＝
当
時
の

辞
書
類
で
は
コ
オ
ロ
ギ
な
ど
複
数
の
種
に
あ
て
て
い
る
が
、
以
下
に
あ
る
よ
う

に
断
定
を
保
留
す
る
。「
順
和
名
抄
ニ
云
絡
緯
一
名
促
織
和
名
波
太

於
里
女
蜻
蛚
和
名
古

保
呂
木
螽

蟴
一
名
蚣
蝑
一
名
蠜
螽
一
名
舂
黍
以
禰
豆
木

古
万
呂
蟋
蟀
一
名
蛬
和
名
木
里

木
里
須
。
按
是
レ
皆
混

雑
シ
テ
異
名
和
名
共
ニ
齟
ク
イ
チ
カ
フ齬
也
」（『
和
漢
三
才
図
会
』
五
三
）
●
地
龍
＝

「
蚯ミ
ヽ
ズ蚓　

地
龍
子
」（『
異
』）
●
蝘
龍
＝
未
詳
。
●
属
玉
＝
「
属
玉
、
水
鳥
、
似

鵁
鶄
、
以
名
観
也
」（『
太
平
御
覧
』
居
処
部
七
・
観
）。「
鵁
か
う
し
や
く鶄
ご
い
さ
き
」（
元

禄
八
〈
一
六
九
五
〉
刊
『
頭
書
増
補
訓
蒙
図
彙
一
三
』）
●
丁
子
蛙
＝

「
蝦カ
ヘ
ル
ノ
コ

蟆
子　

丁
子
」（『
異
』）
●
狻
猊
＝
「
獅シ

子ヽ
◦
狻
猊
」（『
編
』）
●
壁
銭
＝

通
常
は
ヒ
ラ
タ
グ
モ
を
い
う
。「
壁ヒ
ラ
タ
グ
モ繭　

壁
銭
」（『
異
』）
●
四
脚
蛇
＝
「
四
脚

蛇
ト
カ
ゲ
」（『
清
朝
俗
語
解
』）

《
翻
刻
》

扨
あ
の
む
か
ふ
に
見
へ
ま
す
大
木
が
さ
け
て
を
り
ま
す
が
雷
か
み
な
りの
落
た
（
三
十
一

オ
）
木
で
も
ご
ざ
り
ま
す
か
ナ
ル
ホ
ド
〳
〵
そ
の
雷ら
い

お
ち
か
ゝ
り
し
木
を
霹へ
き

靂れ
き

木ぼ
く

と
い
ひ
ま
す
此
手
水
鉢
の
下
に
あ
る
雪
の
下し
た

と
い
ふ
草
を
虎こ

耳じ

草さ
う

と
い
ひ
と
ら

の
み
ゝ
に
似に

た
ら
し
い
か
た
ち
で
御
ざ
る
す
べ
り
ひ
ゆ
を
馬ば

歯し

莧け
ん

と
申
か
な
る

ほ
ど
葉
は
馬
の
歯は

と
い
ふ
物
で
ご
ざ
る
と
か
く
唐か
ら

は
見
た
て
が
上
手
（
三
十
一

ウ
）
で
ご
ざ
る
此
類
は
追
而
の
事
あ
ま
り
御
退た
い

屈く
つ

で
も
御
坐
ら
う
か
ら
部ぶ

わ
け

な
し
に
こ
れ
か
ら
出で

放は
う

題だ
い

に
お
は
な
し
申
ま
す

○
荘さ
う

衙が

や
し
き　

別へ
つ

荘さ
う
下
や
し
き　

別べ
つ

業げ
う
同　

精せ
う

舎じ
や　

香か
う

台た
い　

香か
う

刹せ
つ
な
ど
ゝ
申
は

み
な
寺
の
事　

井せ
い

里り

い
な
か　

僻へ
き

地ち

か
た
ゑ

ん
じ
よ　

雲う
ん

母ほ

碓た
い
み
づ
ぐ
る
ま　

水す
い

碓た
い
同　

十じ
う

字し

街か
い
四
ツ
辻
也　

僑
き
や
う

居き
よ

借
家　

賃ち
ん

房ぼ
う

銭せ
ん
や
ち
ん　

典て
ん

舗ほ

し
ち
や　

典て
ん

物ぶ
つ
し
ち

も
つ

（
三
十
二
オ
）
阿あ

堵と

物ぶ
つ
ぜ
に　

孔こ
う

方ほ
う
同　

杖
し
や
う

頭と
う
銭
百
文
な
り
阮け
ん
せ
ん宣
杖
の
さ
き
へ
銭
百
文
か
け
て
日
〃
出
あ
る
き
し

事
あ
り
そ
れ
故
二
百
文
は
二
杖
頭
三
百
文
は
三
杖
頭
な
ど
ゝ
い
ふ　

路ろ

費ひ

路
用
也　

朱し
ゆ

提て
い
銀　

方ほ
う

金き
ん
金
壱
歩　

砕さ
い

銀ぎ
ん
ま
め
い
た　

貼て
う

銭せ
ん
つ
り
の

銭
也
　

南な
ん

廷て
い
南
鐐
也
東
鑑か
ゞ
み

に
出
た
り
　

当と
う

四し

銭せ
ん
四
文
銭
也
当
四
銭
一
鏹き
や
う

と

い
へ
ば
四
文
ぜ
に
一
本
也　

子し

銭せ
ん

家か

金
か
し　

借
し
や
く

約や
く
は
證
文　

券け
ん

書し
よ
同　

表
ひ
や
う

證し
や
う
證
古

也
　

息そ
く
利
そ
く　

一い
ち

円ゑ
ん
一
両
也　

一い
つ

天て
ん
同　

一い
つ

地ち

壱
歩
也　

一い
つ

方ほ
う
同　

会
く
わ
い

計け
い
勘
定　

経け
い

済ざ
い

し
ん
だ
い
所
た

い
な
ど
の
事
也　

稍や
う

食し
よ
く
切
米

（
三
十
二
ウ
）
月け
つ
俸ほ
う
扶
持
方　

采さ
い

地ち

地
行
所　

四し

宝ほ
う
紙
筆
硯

墨
な
り　

管く
は
ん

城し
や
う

子し

筆　

毛も
う

頴ゑ
い
同　

豪ご
う

家か　

冨ふ

家か

身
代
よ
し
也　

寒か
ん

素そ

貧賤　

英ゑ
い

雄ゆ
う
人
に
す
ぐ

れ
し
人
　

豪ご
う

傑け
つ
千
人
万
人
に

す
ぐ
れ
し
人　

鈍ど
ん

物ぶ
つ
に
ぶ
き
人　

駑ど

才さ
い
智
恵
な
し　

老ら
う

実じ
つ
り
ち
ぎ　

僥
ぎ
や
う

倖こ
う
こ
ぼ
れ
さ
い
は
ゐ　

綽し
や
く
め
い

名　

渾こ
ん

名め
い
い
づ
れ
も

あ
だ
名
　

紀き

律り
つ
お
き
て　

遺い

業げ
う
家
と
く　

連れ
ん

城じ
や
う
も
の
ゝ
直
段
た
か
き
事
を
い

ふ
秦し
ん

十
五
城
を
も
つ
て
璧た
ま

に

か
へ
ん
と
い

ひ
し
故
事
　

廉れ
ん
直
段
や
す

き
こ
と
　

上
じ
や
う

直ち
よ
く
当
番　

下げ

直ち
よ
く
あ
け
番　

心し
ん

胸き
や
う

磊ら
い

落ら
く

（
三
十
三

オ
）
き
し
や
う
ひ
ろ
く

わ
が
ま
ゝ
な
る
事　

意ゐ

気き

慷か
う

慨か
い
い
き
ぢ
た
て
引
な

ど
い
ふ
が
ご
と
し　

意ゐ

気き

揚よ
う

々〳
〵
し
た
り
が
ほ
に
一
ぱ

い
な
つ
ら
を
す
る
也　

眄め
ん

睞ら
い
見
廻
す
也　

睥へ
い

睨げ
い
高
き
所
よ
り
見
お
ろ
す
な
り
人
を
み

く
だ
す
を
人
を
へ
い
げ
い
す
る
と
云　

顧こ

眄め
ん
ふ
り
か
へ

り
み
る
也　

仰け
い

慕ぼ

人
を
し
た
い

の
ぞ
む
也
　

点て
ん

頭と
う
う
な

づ
く　

蓬ほ
う

頭と
う
ら
ん

び
ん　

跣せ
ん

足そ
く
す
あ
し　

空く
う

心し
ん
は
ら
の
へ

り
し
事
　

亡ぼ
う

命め
い
か
け
お
ち　

躊ち
う

躇ち
ょ
た
ゞ

す
み

や
す

ら
ふ　

佇ち
よ

立り
う
た
ゝ
ず
む　

豪ご
う

具ぐ

お
ご
り
道
具
也　

雅が

馴し
ゆ
ん
む
つ
く
り
と

し
た
る
也
　

強け
う

禦ぎ
よ
権
門
也　

解か
い

褐か
つ

浪
人
よ
り
召

出
さ
る
ゝ
也　

叔
し
ゆ
く

世せ
い
後
世
也　

胡こ

祝し
ゆ
く
仏
経
也
（
三
十
三
ウ
）
賽さ
い
御
礼
参
也　

鹵ろ

簿ほ

行
列　

書し
よ

淫い
ん
書
物
ず
き　

目も
く

睫せ
う
ま
つ

毛
　

循
し
ゆ
ん

覧ら
ん
と
く
と
も

の
を
見
る　

胡こ

做こ

了り
や
う
う
さ
ん
く
さ

い
と
い
ふ
事　

襏は
つ
せ
き襫
雨
具　

月つ
き

䍦か
ゝ
るレ

畢
ひ
つ
に
雨
空
也
ひ
つ

は
星
の
名
　

南な
ん

箕き

祟
た
ゝ
よ
う
な
ん
き
は
星
の

名
風
の
ふ
く
事　

房ほ
う

星せ
い
馬
星
也
馬
の

事
を
い
ふ
　

河か

魚き
よ

腹ふ
く

疾し
つ
は
ら
の

や
ま
ひ

也
河
魚
は
は
ら
は

や
く
い
た
め
也
　

疥か
い

癬せ
ん
の

患う
れ
へ
そ
と
し
た
る
た
む
し
な
と
や
ら
の
出
来
物
也

さ
し
て
く
ら
う
に
な
ら
ぬ
う
れ
へ
に
た
と
ふ　

腹ふ
く

心し
ん
の

疾や
ま
ひ
む
つ
か
し

き
病
也
身

に
か
ゝ
し
り
甚
き
く
ら

う
に
た
と
へ
て
い
ふ　
疾
や
ま
ひ

在あ
り

二
膏こ
う

肓
く
は
う
に

一
こ
れ
は
平
愈
せ
ぬ

病
也
左
伝
の
語
　

錐き
り

脱だ
つ
すレ

嚢
ふ
く
ろ
を
人
の
き
り
や
う
目
だ
つ

こ
と
也
毛
遂
が
故
事
　

褥ち
く

食し
よ
く
早
朝

に
食
（
三
十
四
オ
）
す
る
こ

と
也
　

蘭ら
ん

闍じ
や

〃〳
〵

〃
ゑ
び
す
の
こ
と
ば

人
を
ほ
む
る
事　

喝か
つ

采さ
い
や
い
や
〳
〵
な
と

ほ
め
る
こ
と
ば　

敬け
い

服ふ
く
閉
口
〳
〵
な
と
い
ふ
こ
と
ば
あ

や
ま
つ
た
と
い
ふ
か
ご
と
し　

包ほ
う

袱ふ
く
ふ
ろ
し
き

つ
ゝ
み
　

完
く
は
ん

璧へ
き
物
を
か
ゑ
す
こ
と
也
趙て
う
り
ん
し
や
う
じ
よ

藺
相
如
秦し
ん

の

国
へ
や
り
し
玉
を
と
り
か
へ
し
ま
つ
た
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く
し
て
か
へ
り
し
故
事
返
進
な

ど
い
ふ
こ
と
ば
に
つ
か
ふ
也
　

珠し
ゆ

履り

り
つ
ぱ
な

る
く
つ
　

木ほ
く

屐け
き
あ
し
だ　

行こ
う

厨ち
う
べ
ん
と
う　

行こ
う

李り

旅
の
荷
物

こ
り
也
　

結け
つ

草そ
う
恩
を
む
く

ゆ
る
こ
と　

啣か
ん

環く
は
ん
同　

袨げ
ん

服ふ
く
よ
き
衣
服
也
袨け
ん
ふ
く服
遊あ
そ
ぶ

二

倡し
や
う
も
ん
に門

一
と
ご
ざ
る
は
よ

い
美
ふ
く
に
て
女
良
か
い
に
ゆ
く
こ
と
で
ご
ざ
る　

怪く
は
い

哉さ
い
心
よ
い
こ
と
也
気
の
あ
つ
た
友
な
ど
ゝ
出
あ
ひ

興
に
入
て
一
は
い
に
遊
て
こ
ゝ
ろ
よ
き
事
也　

欠け
ん

債さ
い
借
金　

討と
う

債さ
い

借
金

こ
い

（
三
十
四
ウ
）

算さ
ん

環く
わ
ん
さ
ん
用
し

て
か
へ
す　

窮き
う

鬼き

び
ん
ぼ

う
が
み　

旧き
う

債さ
い
ふ
る
借
金　

当と
う

東〳
〵

西さ
い
物
を
し
ち
に

を
く
こ
と
　

没も
つ

当と
う

頭〳
〵

し
ち
く
さ

が
な
い
　

現げ
ん

金き
ん

子し

げ
ん

き
ん　

価
あ
た
へ

貴
た
つ
と
し
ね
だ
ん
た

か
い
こ
と　

価
賤い
や
し
ね
の
や
す

い
こ
と
　

討と
う

価か

か
け
ね　

貴き

恙い
よ
う
御
病
気　

賤せ
ん

恙
わ
た
く

し
病
気　

貴き

庚か
う

幾
い
く
ば
く

許そ

お
年
は

い
く
つ　

賤
庚
自
分
の

と
し
　

不ふ

肯こ
う

賖し
や
か
け
に
は

う
ら
ぬ
　

三さ
ん

十し
う

六ろ
く

計け
い

走
わ
し
る
を

為す
二

上し
よ
う

計
け
い
と

一
に
げ
る
に

手
な
し
　

花
は
な
に

無な
し

二

百ひ
や
く

日に
ち
の

紅こ
う

一

人ひ
と
に

無
二
千せ
ん

日に
ち
の

好こ
う

一

花
に
な
が
い
さ
か
り
な
く
人
ひ
さ

し
く
む
つ
ま
し
か
ら
ぬ
こ
と
也
　

画
ゑ
か
け
にレ

虎
と
ら
を

画
レ
皮
か
は
を

難か
た
しレ

画
骨ほ
ね
を

知し
る
にレ

人ひ
と
に
（
三
十
五
オ
）

知
レ

面
お
も
て
を

難
レ
知
レ

心
こ
ゝ
ろ
を
う
は
べ
は
し
れ
て
も

内
心
し
れ
ぬ
こ
と
　

大た
い

丈し
や
う

夫ふ
の

一い
ち

言げ
ん

駟し

馬ば

難か
た
しレ

追を
ひ
男
の
一
言
相
違
は

な
い
と
い
ふ
こ
と　

種う
へ
てレ

瓜
ふ
り
を

得え
レ
瓜
種
豆ま
め
をレ

得
レ
豆
善
を
す
れ
は
よ
い
こ
と
が
あ
り

悪
を
す
れ
は
わ
る
い
こ
と
が
有

《
語
釈
》

●
霹
靂
木
＝
「
霹
靂
カ
ミ
ナ
リ
」（『
伊
呂
波
字
類
抄
』）。「
時
ニ
有
テ
レ
人
曰

霹カ
シ
ノ
キ
ノ靂
木
也
。
不
レ
可
レ
伐
。
河
邊
臣
ノ
曰
。
其
雖
二
雷イ
ナ
リ
ト神

一
豈
逆
キ
ヱ
テ
二
皇ミ
コ
ト
ニ命

一

耶ヤ
ト
云
テ」（
寛
文
九
〈
一
六
六
九
〉
刊
『
日
本
書
紀
』
二
二
・
推
古
天
皇
二
六
年
）

●
虎
耳
草
＝
「
石
荷　

今
按
ゆ
き
の
し
た
虎こ

じ耳
草さ
う

一
名
石せ
き

荷か

葉え
う

」（
寛
文
六

〈
一
六
六
六
〉
刊
『
訓
蒙
図
彙
』
二
〇
）
●
馬
歯
莧
＝
「
馬ば
け
ん莧　

む
ま
び
ゆ
俗

云
す
べ
り
ひ
ゆ
馬ば

し歯
莧け
ん

五ご
ぎ
や
う
さ
う

行
草
並
同
」（『
訓
蒙
図
彙
』
一
七
）
●
荘
衙
＝
「
島

津
は
、
往
古
日
向
国
諸
県
郡
の
地
名
な
り
、
御
荘
は
、
万
寿
年
月
、
近
衛
氏
の

荘
園
と
な
る
、
近
衛
氏
此
地
に
荘
衙
を
置
く
」（
天
保
一
四
〈
一
八
四
三
〉
刊

『
三
国
名
勝
図
会
』
五
八
）
●
別
荘
／
別
業
＝
「
別
シ
モ
ヤ
シ
キ荘

◦
│
業
」（『
編
』）
●
精

舎
／
香
台
／
香
刹
＝
「
仏テ

ラ寺　

精
舎　

香
刹
」『
異
』。「
宝
地
乗
峰
出
、
香
台

接
漢
高
」（「
遊
昌
化
山
精
舍
」
盧
照
鄰
）
●
井
里
＝
「
和
之
璧
、
井
里
之
厥

也
」（『
荀
子
』
大
略
）
●
僻
地
＝
「
擬
求
幽
僻
地
、
安
置
疏
慵
身
」（「
游
藍
田

山
卜
居
」
白
居
易
）。「
遠イ
ナ
カ郡　

僻
カ
タ
ヱ
ン
ジ
ヨ郷
」（『
編
』）
●
雲
母
碓
・
水
碓
＝
「
雲
母

碓
」
は
李
白
「
送
內
尋
廬
山
女
道
士
李
騰
空
二
首
」
に
あ
る
「
水
舂
雲
母
碓
」。

即
ち
雲
母
を
舂
く
水
力
の
臼
を
い
う
か
。「
水
碓
」
も
水
力
を
利
用
し
た
臼
。

「
水
ミ
ヅ
ガ
ラ
ウ
ス
碓
」（『
異
』）
●
十
字
街
＝
「
劉
家
在
七
帝
坊
十
字
銜
南
、
東
入
窮
巷
是

也
」（『
北
史
』
巻
四
三
列
伝
三
一
）。「
街
」
は
「
銜
」
の
俗
字
（『
正
字
通
』）。

「
衢ツ
ヂ　

か
た
〴
〵
に
ゆ
く
道
あ
る
所
を
つ
ぢ
と
云
《
略
》
か
ら
の
書
に
十
字
街

頭
と
あ
る
も
つ
じ
也
道
の
四
方
に
わ
か
れ
た
る
ち
ま
た
十
字
の
ご
と
し
」（
元

禄
一
二
〈
一
六
九
九
〉
序
『
日
本
釈
名
』
上　

地
理
）
●
僑
居
＝
「シ
ヤ
ク
ヤ
モ
ノ

客カ
シ
ヤ
カ
リ戸

◦

僑
居
人
」（『
編
』）
●
貸
房
銭
＝
「
貸シ
ヤ
ク
ヤ
チ
ン

房
銭
」（『
編
』）
●
典
舗
＝
「
当シ
チ

舖ヤ　

典

舗
」（『
編
』）
●
典
物
＝
「
質シ
チ
モ
ノ物　

典
│
」（『
編
』）
●
阿
堵
物
／
孔
方
＝
「
銭ゼ
ニ　

阿
堵
物　

孔
方
」（『
異
』）
●
杖
頭
＝
「
常
歩
行
、
以
百
銭
掛
杖
頭
、
至
酒
店

便
独
酣
暢
」（『
蒙
求
』
阮
宣
杖
頭
）
●
路
費
＝
「
路ロ

費ギ
ン

」（『
編
』）
●
朱
提
＝

朱
提
山
で
銀
が
産
出
さ
れ
た
の
で
言
う
。「
我
有
双
飲
盞
、
其
銀
得
朱
提
」

（「
寄
崔
二
十
六
立
之
」
韓
愈
）
●
方
金
＝
「
傾け
い
こ
く国
よ
り
客き
や
く
へ
進し
ん
も
つ物
遣つ
か
はす
事

《
略
》
中ち
う
け
ん間
に
は
下し
た
お
ひ帯
か
方は
う
き
ん金
に
て
も
や
る
べ
し
」（『
色
道
大
鏡
』
寛
文
式
下
）

●
砕
銀
＝
「
コ
ダ
マ

砕ギ
ン
ノ
コ
ダ
マ

銀
」（『
編
』）
●
貼
銭
＝
「
貼ツ
リ
ゼ
ニ銭

」（『
編
』）
●
南
廷
＝
『
吾

妻
鑑
』
記
載
の
「
南
廷
（
挺
）」
は
、
本
来
の
意
味
で
あ
る
精
錬
し
た
銀
の
こ

と
。
作
者
は
明
和
九
（
一
七
七
二
）
年
新
鋳
の
南
鐐
二
朱
銀
を
念
頭
に
置
い
て

い
る
か
。
●
当
四
銭
＝
「
六
道
銭せ
ん

に
新し
ん
ぶ
き鋳

の
当し
も
ん四

銭ぜ
に

を
入
さ
せ
」（
明
和
六

〈
一
七
六
九
〉
刊
『
根
無
草
後
編
』
一
）
●
子
銭
家
＝
「
子カ
ネ
カ
シ

銭
家
」（『
編
』）
●
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借
約
／
券
書
＝
「
カ
シ
テ
カ
タ

借シ
ヤ
ク
ジ
ヤ
ウ

約
」、「
要テ
ガ
タ券

◦
券
書
」（『
編
』）
●
表
證
＝
「
左
伝
爾
雅

翼
曹
植
カ
表
證シ
ヤ
ウス

べ
キ
モ
ノ
也
」（
貞
享
元
〈
一
六
八
四
〉
刊
『
庖
厨
備
用
倭

名
本
草
』
一
・
葵
）
●
息
＝
「
受リ
ヲ
ト
ル息
」（『
編
』）
●
一
円
／
一
天
／
一
地
／
一

方
＝
未
詳
。
●
会
計
＝
「
勾カ
ン
デ
ウ会
◦
会
計
」（『
編
』）
●
経
済
＝
「
釈
迦
も
孔
子

も
人
に
は
お
し
へ
な
か
ら
自し

か家
の
経け
い
さ
い済
に
心
を
尽
し
て
老
後
の
用
心
に
金
を
た

く
わ
え
」（
明
和
八
〈
一
七
七
一
〉
刊
『
世
間
万
病
回
春
』
五
）
●
稍
食
／
月

俸
＝
「
俸フ
チ
カ
タ禄　

稍
食　

月
俸
」（『
異
』）
●
采
地
＝
「
レ
ウ
シ
ヨ

食チ
ギ
ヤ
ウ
シ
ヨ
邑　

采
地
」（『
編
』）

●
四
宝
＝
「
凡
筆
譜
二
卷
硯
紙
墨
譜
各
一
卷
」（『
文
房
四
譜
』
序
）
●
管
城
子

／
毛
頴
＝
「
筆フ
デ　

毛
頴　

管
城
子
」（『
異
』）
●
寒
素
＝
「
必
取
寒
素
徳
行
之

士
」（『
抱
朴
子
』
外
篇
・
崇
教
）
●
鈍
物
＝
「
才
が
あ
つ
て
も
学
文
が
あ
つ
て

も
佞
や
鈍
物
や
で
口
過
に
も
か
ゝ
り
か
ね
る
様
子
じ
や
」（『
胆
大
小
心
録
』

七
〇
）
●
駑
才
＝
「
荘
宗
罵
曰
、
駑
才
、
果
誤
予
事
」（『
新
五
代
史
』
五
一
雑

篇
三
九
）
●
老
実
＝
「
老フ
ウ

実ジ

人ジ
ン
ジ
ツ
ギ
ア
ル
人
」（『
南
』）
●
綽
名
／
渾
名
＝

「
綽ア
ダ
ナ号

◦
│
名
」（『
編
』）。「
沢た
く
あ
ん菴

和わ
せ
う尚

は
但た
ん
し
う州

の
産さ
ん

に
し
て
《
略
》
墓は
か

は
一い
つ
こ箇

の
円ゑ
ん

石せ
き

の
み
な
り
其そ
の

石い
し

異こ
と
や
う様
に
し
て
大た
い
こ
ん根
の
香か
う

の
物も
の

に
似に

た
り
故た
く
あ
ん
つ
け

沢
菴
漬
と
香か
う

の
物も
の

の
渾あ
だ

名な

な
り
」（
文
化
二
〈
一
八
〇
五
〉
刊
『
橘
菴
漫
筆
二
編
』
一
）
●

紀
律
＝
「
百
官
於
是
乎
戒
懼
、
而
不
敢
易
紀
律
」（『
春
秋
左
伝
』
桓
公
二
年
）

●
遺
業
＝
「
東
園
松
菊
存
遺
業
、
晚
景
桑
榆
楽
旧
遊
」（「
題
山
荘
」
牟
融
）

「
家
と
く
（
督
）」
は
遺
産
の
意
。
●
連
城
＝
秦
の
昭
王
が
趙
の
恵
文
王
か
ら
伝

説
の
名
玉
、
和か
し
の
た
ま

氏
璧
を
十
五
の
城
と
引
き
換
え
に
入
手
し
よ
う
と
し
た
故
事
か

ら
。「
趙
恵
文
王
時
、
得
楚
和
氏
璧
。
秦
昭
王
聞
之
、
使
人
遺
趙
王
書
、
願
以

十
五
城
請
易
璧
」（『
史
記
』
廉
頗
藺
相
如
列
伝
）
●
上
直
＝
「
上
バ
ン
ニ
ア
ガ
ル
直
」（『
編
』）

●
下
直
＝
「
下バ
ン
サ
ガ
リ直」（『

編
』）
●
心
胸
磊
落
＝
「
折
し
も
初
茄な
す
び子

を
売う
る

者も
の

あ
り
。

価あ
た
ひの

貴
き
を
い
は
ず
需
て
。
生な
ま
づ
け漬

と
い
ふ
も
の
に
し
て
喰く
ら

ひ
。
彼
灯
台
に
火
を

と
も
し
。
天
下
第
一
の
歓
楽
な
り
と
い
へ
り
。
其
磊ら
い
ら
く落
豪が
う
は
う放
お
よ
そ
此
た
ぐ
ひ

と
ぞ
」（
寛
政
一
〇
〈
一
七
九
八
〉
刊
『
続
近
世
畸
人
伝
』
五
・
英
一
蝶
）
●

意
気
慷
慨
＝
意
気
盛
ん
な
さ
ま
の
意
。「
斉
武
王
縯
字
伯
升
、
光
武
之
長
兄
也
。

性
剛
毅
、
慷
慨
有
大
節
」（『
後
漢
書
』
宗
室
四
王
三
侯
列
伝
）
●
意
気
揚
々
＝

得
意
げ
な
さ
ま
。「
飛
興
揚
揚
飄
騰
天
外
」（
文
化
一
三
〈
一
八
一
六
〉
刊
『
先

哲
叢
談
』
六
）
●
眄
睞
＝
「
眄
睞
已
皆
虚
、
跋
涉
会
不
泥
」（「
八
哀
詩　

贈
秘

書
監
江
夏
李
公
邕
」
杜
甫
）
●
睥
睨
＝
「
莫
不
左
右
睥
睨
而
掩
鼻
」（『
淮
南

子
』
修
務
訓
）
●
顧
眄
＝
「
援
據
鞍
顧
眄
、
以
示
可
用
」（『
蒙
求
』
伏
波
標

柱
）
●
仰
慕
＝
「
昔
尭
殂
之
後
、
舜
仰
慕
三
年
」（『
後
漢
書
』
李
杜
列
伝
）
●

点
頭
＝
「
首ウ
ナ
ヅ
ク肯　

点
頭
」（『
編
』）
●
蓬
頭
＝
「
葬
畢
、
廬
於
墓
側
、
蓬
頭
跣

足
、
負
土
成
墳
、
手
植
松
柏
数
百
株
」（『
太
平
御
覧
』
人
事
部
五
六
・
孝
女
）

●
跣
足
＝
「
跣
ス
ヱ
ン
ソ
ツ足
ハ
ダ
シ
」（『
唐
話
便
用
』）
●
空
心
＝
「
暖
腹
茱
萸
酒
、
空
心

枸
杞
羹
」（「
詩
三
百
三
首
」
寒
山
）
●
亡
命
＝
「
亡
カ
ケ
ヲ
チ

◦
│
命
」（『
編
』）
●
躊

躇
＝
「
躊
ヂ
ウ
ヂ
ユ
イ躇
タ
チ
モ

ト
ロ
フ
」（『
纂
』）
●
佇
立
＝
「
衡
門
猶
未
掩
、
佇
立
望
夫
君
」

（「
遊
精
思
観
回
王
白
雲
在
後
」
孟
浩
然
）
●
豪
具
＝
「
至
れ
ば
い
は
ゆ
る
ふ
う

き
の
家
に
し
て
席
せ
き
し
や
う上

豪が
う

具ぐ

を
か
ざ
り
水す
い
り
く陸

並な
ら
び

至い
た

る
」（
天
保
元
〈
一
八
三
〇
〉

刊
『
近
世
名
家
書
画
談
』
下
）
●
雅
馴
＝
本
来
は
文
章
が
穏
当
で
洗
練
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
い
う
。「
学
者
多
称
五
帝
、
尚
矣
。
然
尚
書
独
載
堯
以
来
、
而
百

家
言
黃
帝
、
其
文
不
雅
馴
、
薦
紳
先
生
難
言
之
」（『
史
記
』
五
帝
本
紀
）
●
強

禦
＝
本
来
は
善
を
退
け
る
程
に
強
く
何
を
も
畏
れ
な
い
様
を
い
う
。「
学
中
語
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曰
、
天
下
模
楷
李
元
礼
、
不
畏
強
禦
陳
仲
挙
、
天
下
俊
秀
王
叔
茂
」（『
後
漢

書
』
党
錮
列
伝
）
●
解
褐
＝
「
褐
」
は
粗
末
な
衣
服
。
そ
れ
を
官
服
に
着
替
え

る
こ
と
。
仕
官
。「
筮
ホ
ウ
コ
ウ
ニ
デ
ル仕

◦
解
褐
」（『
編
』）
●
叔
世
＝
本
来
は
末
世
の
意
。

「
周
有
乱
政
而
作
九
刑
、
三
辟
之
興
、
皆
叔
世
也
」（『
春
秋
左
伝
』
昭
公
六
年
）

●
胡
祝
＝
未
詳
。
●
賽
＝
神
へ
の
お
礼
。「
賽
、
報
也
」（『
説
文
解
字
』）
●
鹵

簿
＝
「
車
駕
次
弟
謂
之
鹵
簿
」（『
蔡
中
郎
集
』
外
集
四
・
独
断
）
●
書
淫
＝

「
書ホ
ン
ズ
キ癖
◦
│
書
淫
」（『
編
』）
●
目
睫
＝
普
通
「
目
睫
」
は
目
と
ま
つ
毛
、
ま
た

は
転
じ
て
眼
前
の
こ
と
を
言
う
。「
此
売
色
大
か
た
仏
店
よ
り
軒
を
並
て

四
五
十
軒
は
か
り
有
つ
ら
ん
是
お
の
れ
が
目
睫
を
い
ふ
」（
弘
化
三

〈
一
八
四
六
〉
成　

国
会
本
『
蜘
蛛
の
糸
巻
』
か
く
し
売
女
）
●
循
覧
＝
未
詳
。

●
胡
做
了
＝
「
一
向
不
合
道
理
、
胡
做
了
」（『
朱
子
語
類
』
論
語
一
九
・
子
罕

篇
下
・
可
与
共
学
）
●
襏トウ

ユ襫
＝
「
雨カ
ツ
パ衣　

染キ

ヌ絹
襏ガ
ツ
パ襫

」（『
編
』）
●
月
䍦
畢
＝

「
月
離
于
畢
、
俾
滂
沱
矣
」（『
詩
経
』
都
人
士
之
什
・
漸
漸
之
石
）
に
よ
る
。

「
畢
（
宿
）」
は
二
十
八
宿
の
一
。「
畢
ア
メ
フ
リ
ホ
シ」（『
編
』）
●
南
箕
祟
＝
「
箕
（
宿
）」

は
二
十
八
宿
の
一
。「
哆
兮
侈
兮
、
成
是
南
箕
」（『
詩
経
』
小
雅
・
小
旻
之

什
・
巷
伯
）
●
房
星
＝
「
房
（
宿
）」
は
二
十
八
宿
の
一
。「
天
駟
（
天
上
の

馬
・
車
駕
）」
を
司
る
。「
漢
中
四
星
、
曰
天
駟
。
旁
一
星
、
曰
王
良
。
王
良
策

馬
、
車
騎
満
野
」（『
史
記
』
書
・
天
官
書
）
●
河
魚
腹
疾
＝
晋
と
楚
が
戦
っ
た

邲ひ
つ

の
戦
い
で
、
河
魚
が
内
臓
か
ら
傷
む
こ
と
を
譬
え
と
し
て
、
国
は
自
ず
か
ら

負
け
る
と
い
う
会
話
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
。「
河
魚
腹
疾
奈
何
」（『
春
秋
左

伝
』
宣
公
十
二
年
）
●
疥
癬
患
＝
斉
は
呉
に
と
っ
て
深
刻
な
脅
威
で
は
な
い
こ

と
を
比
喩
的
に
言
っ
た
故
事
か
ら
。「
夫
斉
之
於
吳
也
、
疥
癬
之
病
也
、
不
苦

其
已
也
、
且
其
無
傷
也
」（『
呂
氏
春
秋
』
貴
直
論
・
知
化
）
●
腹
心
疾
＝
越
が

本
当
の
脅
威
で
あ
る
こ
と
を
疾
病
に
譬
え
て
言
っ
た
こ
と
か
ら
。「
今
吳
之
有

越
、
猶
人
之
有
腹
心
疾
也
」（『
史
記
』
伍
子
胥
列
伝
）
●
疾
在
膏
肓
＝
「
膏

肓
」
は
心
臓
と
隔
膜
と
の
間
。
そ
こ
に
病
が
入
る
と
治
せ
な
い
と
言
わ
れ
て
い

た
。「
医
至
、
曰
、
疾
不
可
為
也
、
在
肓
之
上
、
膏
之
下
、
攻
之
不
可
」（『
春

秋
左
伝
』
成
公
十
年
）
●
錐
脱
嚢
＝
「
嚢
中
の
錐
（
毛
遂
自
薦
）」
の
故
事
か

ら
。「
臣
乃
今
日
請
処
囊
中
耳
。
使
遂
蚤
得
処
囊
中
、
乃
穎
脫
而
出
、
非
特
其

末
見
而
已
」（『
史
記
』
平
原
君
虞
卿
列
伝
）
●
褥
食
＝
「
爰
ニ
自
ラ
知
ル
レ
有
コ

ト
ヲ
二
凶
賊
一
。
則
命
テ
二
徒
衆
ニ
一
。
褥ミ
ヲ
シ食ヽ

而テ

渡ワ
タ
ル」（

天
保
一
〇
〈
一
八
三
九
〉
刊

『
常
陸
風
土
記
』
一
・
行
方
郡
）
●
蘭
闍
〃
〃
＝
「
因
過
胡
人
前
彈
指
云
、
蘭

闍
、
蘭
闍
、
群
胡
同
笑
、
四
坐
並
懽
」（『
世
説
新
語
』
政
事
）
●
喝
采
＝
「
虎

仆
レ
竜
跳
テ
喝
采
収
ル
」（『
大
阪
繁
昌
詩
』
中
）
●
敬
服
＝
「
人
品
ヨ
ロ
シ
ク
。

学
業
モ
老
テ
マ
ス
〳
〵
勤ツ
ト

メ
。
勿
論
其
父
ノ
功
業
ヲ
潤
シ
ユ
ン

色
シ
テ
。
自
己
ノ
異
論

ヲ
立
テ
ヽ
人
ヲ
驚ヲ
ト
ロカ
ス
コ
ト
ヲ
ナ
サ
ズ
。
自
然
ニ
人
敬
服
シ
テ
。
誉ヨ
ホ
ウ望
日
ニ
盛

ニ
ナ
ル
」（『
孔
雀
楼
筆
記
』
中
）
●
包
袱
＝
「
ふ
ろ
し
き 

俗
に
包
袱
の
類
を

い
ふ
は
浴
後
に
敷
て
坐
と
す
る
物
の
名
よ
り
転
ぜ
る
な
る
べ
し
」（『
和
訓
栞
』

中
・
二
二
）
●
完
璧
＝
「
王
必
無
人
、
臣
願
奉
璧
往
使
。
城
入
趙
而
璧
留
秦
、

城
不
入
、
臣
請
完
璧
歸
趙
」（『
史
記
』
廉
頗
藺
相
如
列
伝
）
●
珠
履
＝
「
春
申

君
客
三
千
余
人
、
其
上
客
皆
躡
珠
履
以
見
趙
使
」（『
史
記
』
春
申
君
列
伝
）
●

木
屐
＝
「
ア
シ
ダ
木ボ
ク
リ屐

」（『
編
』）
●
行
厨
＝
「
食ベ
ン
ト
ウ具

◦
行
厨
」（『
編
』）
●
行
李
＝

「
行ニ
モ
ツ李

」（『
編
』）
●
結
草
＝
魏
顆
が
娘
の
命
を
救
っ
て
く
れ
た
の
で
、
そ
の
父

の
亡
霊
が
、
恩
返
し
に
草
を
結
ん
で
強
敵
の
杜
回
を
躓
か
せ
て
生
け
捕
り
に
さ
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せ
て
く
れ
た
と
い
う
故
事
か
ら
。「
顆
見
老
人
結
草
以
亢
杜
回
、
回
躓
而
顛
、

故
獲
之
。
夜
夢
之
」（『
蒙
求
』
魏
顆
結
草
）
●
啣
環
＝
『
続
斉
諧
記
』
に
あ

る
、
弱
っ
た
黄
雀
の
命
を
を
救
っ
て
あ
げ
た
少
年
が
、
後
日
に
四
つ
の
宝
環
を

返
報
と
し
て
受
け
取
っ
た
話
か
ら
。
前
項
と
合
わ
せ
て
報
恩
を
意
味
す
る
「
結

草
啣
（
銜
）
環
」
と
、
四
字
熟
語
に
も
。
●
袨
服
＝
「
鳴
鞭
過
酒
肆
、
袨
服
遊

倡
門
」（「
長
安
道
」　

儲
光
羲
）
を
下
敷
き
に
し
た
謂
。
●
怪
哉
＝
未
詳
。「
快

哉
」
か
。
●
欠
債
＝
「
欠ケ
ン
サ
イ債
シ
ヤ
ク
セ

ン
ガ
ア
ル
」（『
纂
』）
●
討
債
＝
「
討タ
ウ
サ
イ債
シ
ヤ
ク
セ

ン
ヲ
コ
フ
」

（『
纂
』）
●
算
環
＝
未
詳
。
●
窮
鬼
＝
「
窮
ギ
ヨ
ン
ク
イ鬼
マ
ヅ
シ
キ
モ
ノ
」（『
纂
』）
●
旧
債

＝
「
旧ギ
ウ
サ
イ債
フ
ル
シ
ヤ

ク
セ
ン
」（『
纂
』）
●
当
東
西
＝
「
当タ
ン
ト
ン
ス
ヱ

東
西
物
ヲ
シ
チ

ニ
ヲ
ク
」（『
纂
』）
●
没

当
頭
＝
「
没モ
タ
ン
デ
ウ

当
頭
シ
チ
グ

ガ
ナ
ヒ
」（『
纂
』）
●
現
金
子
＝
「
現
ヒ
ヱ
ン
キ
ン
ツ
ウ

金
子
ゲ
ン
キ
ン
」（『
纂
』）

●
価
貴
＝
「
価
キ
ヤ
ア
ヅ
ヱ
ン
ク
イ

銭
貴
ネ
カ
タ

カ

ヒ
」（『
纂
』）
●
価
賤
＝
「
価
キ
ヤ
ア
ヅ
ヱ
ン
ツ
ヱ
ン

銭
賤
ネ
カ
ヤ
ス
ヒ
」

（『
纂
』）
●
討
価
＝
「
有
ユ
ウ
タ
ウ
キ
ヤ
ア

討
価
カ
ケ
ネ
ガ
ア
ル
」（『
纂
』）
●
貴
恙
＝
「
貴ク
イ
ヤ
ン恙

御

ビ
ヤ
ウ
キ
」（『
纂
』）
●
賤
恙
＝
「
賤
ツ
ヱ
ン
ヤ
ン恙
ビ
ヤ
ウ
キ
」（『
纂
』）
●
貴
庚
幾
許
＝

「
貴ク
イ
ケ
ン庚
御
ト
シ
」（『
纂
』）「
貴ク
イ
ケ
ン庚

多ト
フ
シ
ヤ
ウ少
オ
ト
シ
ハ
イ
ク
ツ
」（『
南
』）
●
賤
庚
＝

「
賤
ツ
ヱ
ン
ケ
ン庚
ト
シ
」（『
纂
』）
●
不
肯
賖
＝
「
不プ
チ
ン
シ
ヱ

肯
賖
カ
ケ
ニ
ハ
セ
ヌ
」（『
纂
』）
●

三
十
六
計
走
為
上
計
＝
「
檀
公
三
十
六
策
、
走
上
上
計
。
汝
父
子
唯
應
急
走

耳
」（『
南
斉
書
』
第
二
六
列
伝
第
七
王
敬
則 

陳
顯
達
）
か
ら
「
三
十
六
計
、

走
為
上
計
」（『
儒
林
外
史
』
王
秀
才
議
立
偏
房　

厳
監
生
疾
終
正
寝
）
へ
と
変

化
し
た
。『
唐
話
纂
要
』
三
「
常
言
」
に
同
文
が
あ
る
。
そ
の
訳
文
は
「
逃
タ

ガ
ヨ
ヒ
計
ト
云
コ
ト
」
●
花
無
百
日
紅
人
無
千
日
好
＝
前
項
同
様
「
常
言
」
に

同
文
が
あ
る
。
訳
文
は
「
花
ハ
日
久
シ
ク
紅
ナ
ル
ハ
ナ
シ
。
人
ハ
日
久
シ
ク
。

中
ヨ
キ
コ
ト
ハ
ナ
シ
」。『
古
今
譚
槩
』（
二
九
）
が
遡
れ
る
典
拠
か
。
●
画
虎

画
皮
難
画
骨
知
人
知
面
難
知
心
＝
前
項
同
様
。「
常
言
」
の
訳
文
は
「
虎
ヲ
画

ク
ニ
ハ
。
皮
は
画
ケ
ト
モ
。
骨
を
画
キ
カ（
マ
マ
）ダ

シ
。
人
ヲ
知
ル
ニ
ハ
。
面
ヲ
知
レ

ト
モ
心
ヲ
知
ラ
ス
」
●
大
丈
夫
一
言
駟
馬
難
追
＝
前
項
同
様
。「
常
言
」
の
訳

文
は
「
大
丈
夫
ノ
一
言
ハ
。
少
シ
モ
チ
カ
ヒ
ナ
シ
ト
云
コ
ト
」
●
種
瓜
得
瓜
種

豆
得
豆
＝
前
項
同
様
。「
常
言
」
の
訳
文
は
「
善
事
ヲ
ス
レ
ハ
。
善
事
ガ
ア
リ
。

悪
事
ヲ
ス
レ
ハ
。
悪
事
ガ
ア
ル
ト
云
コ
ト
」

《
翻
刻
》

さ
て
時じ

令れ
い

佳か

節せ
つ

の
事
を
少
し
申
さ
ん

○
端た
ん

月げ
つ
正
月　

履り

端
元
日　

椒
し
や
う

觴〳
〵
と
は
元
日
柏
の
酒
を
す
ゝ
む
に

山
椒
を
盃
に
い
れ
て
の
む
也
　

人じ
ん

日じ
つ
七
種
の
日
を

い
ひ
ま
す
　

勝
し
や
う

花く
わ

と
は
此
日
つ
く
り
花

を
み
る
事
が
ご
ざ
る　

花
月
二
月　

春
し
ゆ
ん

社し
や
春
の
社
日
也
日
本
で
は
む
か
し
か
ら
あ
ま
り

か
ま
い
ま
せ
ぬ
唐か

ら

で
は
紋
日
で
ご
ざ
る
春
社
（
三
十
五
ウ
）

は
立
春
の
後
五
度
目

戌
の
日
で
ご
ざ
る
　

新し
ん

火く
は
清
明
の
節

で
ご
ざ
る　

改か
い

火
同　

桐と
う

月け
つ
三
月　

修し
う

禊け
い
禊
は
け
か
ら
は
し
き
こ
と

む
か
し
一
日
三
女
死
す
水

に
の
そ
ん
て
不
祥
を
は
ら
ふ
盃
を
水
の
う
へ
に

う
か
め
て
の
む
こ
れ
を
修
禊
と
い
ふ
則
曲
水
也　

寒か
ん

食し
よ
く
歳
時
記
冬
至
よ

り
百
五
日
め
也　

梅ば
い

月
四
月　

蒲ほ

月
五
月　

午ご

日じ
つ
端
午　

浴よ
く

蘭ら
ん
午
日
蘭
湯
を
以

て
あ
び
ま
す
　

蒲
酒し
ゆ
菖
蒲
酒
で

ご
ざ
る
　

暑し
よ

月
六
月　

河か

朔さ
く
の

飲い
ん
す
ゝ
み

な
り
　

瓜く
は

月
七
月　

乞き

巧こ
う

七
夕
い
ろ
〳
〵
の
菓
を
そ
な
へ
て
願
こ
と
を
こ
ふ
こ
と
也
此
夜
針
に

糸
を
星
あ
か
り
に
て
通
す
こ
と
あ
り
糸
針
に
通
れ
は
願
ひ
叶
ふ
と
也　

穿う
が
つ

レ

針
し
ん
を

同　

蘭
燈と
う
燈
籠

な
り

（
三
十
六
オ
）
日
本
に
て
は
七
月
こ
れ
を
と
ほ
す

唐
に
て
は
春
上
元
に
と
ほ
す
也
　

火く
は

樹し
ゆ
同　

走そ
う

馬ば

燈
ま
は
り

燈
籠
　

中ち
う

元げ
ん

正
月
十
五
日
を
上
元
と
い
ひ
七
月
を

中
元
と
い
ひ
十
二
月
を
下
元
と
い
ふ　

桂け
い

月
八
月　

観
く
わ
ん

濤と
う

枚
乗
十
五
夜
に
広
陵
と
い
ふ

所
に
て
波
を
み
し
こ
と
あ
り　

十
五
夜
月
此
夜
は
青
楼
へ
の
ぼ
る
が
よ
ふ
ご
ざ
る
庾ゆ

亮り
や
う

南
楼ろ
う

へ
の
ぼ
つ

て
月
を
み
る
興
浅
か
ら
ず
南
楼
な
ら
品
川
が
よ
ふ
ご
ざ
ら
う　

菊き
く

月
九
月　

重
ち
や
う

九き
う
重
陽　

登と
う

高こ
う
此
日
高
い
所

へ
の
ぼ
る
事　

嚢の
う

萸ゆ

茱
萸
を
臂
に
し
て
山
に
の
ぼ

る
は
桓
景
費
長
房
が
故
事
　

陽や
う

月
十
月　

揺よ
う

落ら
く
木
の
葉
の

落
る
也
　

葭ろ

月

十
一
月　

至し

日
冬
至　

亜あ

歳せ
い
同　

添て
ん

線せ
ん
冬
至
の

後
日
の
（
三
十
六
ウ
）
な
が
き
こ
と
一
線
を
そ
ふ
こ

れ
は
み
な
唐
の
も
ん
日
也　

臈ら
う

月
十
二
月　

歳せ
い

杪ひ
や
う
歳
暮　

別べ
つ

歳さ
い
年
わ
す
れ　

餽き

歳せ
い
歳
暮
の

音
物
也　

と
あ
ら
ま
し
か
た
れ

ど
こ
と
お
ほ
く
下
手
の
長
は
し
長
ば
な
し
さ
す
が
の
此
蔵
げ
ん
な
り
し
ぽ
く
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〳
〵
眠ね

ふ

れ
ば
さ
し
出
す
枕
ち
ん
〳
〵
な
る
は
鶏ま
く
ら
ど
け
い

鳴
枕
い
や
も
う
斜い
り

陽ひ

西
に
舂う
す
づく

ま
づ
今
日
は
こ
れ
ぎ
り
の
義
理
で
き
か
ず
に
お
こ
の
み
な
ら
近
日
（
三
十
七

オ
）
後こ
う

編へ
ん

御
目
に
か
け
ま
し
や
う
（
三
十
七
ウ
）

《
語
釈
》

●
端
月
＝
「
正
月
為
端
月
」（『
月
令
広
義
』
五
）
●
履
端
＝
「
履
端
元
日
、
正

始
之
初
」（『
月
令
広
義
』
五
）
●
椒
觴
＝
長
命
を
祈
っ
て
飲
ん
だ
。「
觴
」
は

盃
。「
俗
以
歲
首
用
椒
酒
、
椒
性
芬
香
、
人
中
為
薬
、
咒
而
飲
之
」（『
太
平
御

覧
』
時
序
部
一
四
・
元
日
）
●
人
日
＝
「
正
月
七
日
為
人
日
《
略
》
以
七
種
萊

為
羹
」（『
太
平
御
覧
』
時
序
部
一
五
・
人
日
）
●
勝
花
＝
「
唐
ノ
朝テ
ウ
テ
イ廷

ノ
制セ
イ

ニ

立
春
ノ
日
侍ジ
シ
ン臣

ヲ
望
春
官
ニ
召
サ
レ
春
ヲ
迎ム
カ
フル

人
毎ゴ
ト

ニ
綵
勝
花
ト
テ
作
リ
ハ
ナ

ヲ
賜
フ
由ヨ
シ

文ブ
ン
シ
ヨ
ウ
サ
ツ
ロ
ク

昌
雑
録
ニ
見
ヘ
タ
リ
」（
文
化
元
〈
一
八
〇
四
〉
刊
『
博
』）
●
花

月
＝
未
詳
。
●
春
社
＝
春
の
社
日
。「
立
春
後
五
戊
為
春
社
」（『
月
令
広
義
』

二
）
●
新
火
／
改
火
＝
古
代
中
国
で
寒
食
の
日
（
後
出
）
に
楡
、
柳
で
つ
け
た

火
を
臣
下
に
配
っ
て
こ
れ
を
民
に
伝
え
た
こ
と
か
ら
。「
楡ユ
リ
ウ
ノ
ヒ

柳
火　

唐
土
ノ

政マ
ツ
リ
ゴ
ト年
中
ノ
火
楡
柳
ノ
火
ヲ
用
ユ
春
ハ
木
夏
ハ
火
ニ
属
ス
ル
故
木
生
火
ノ
義

ヲ
以
テ
今
日
改
ル
ナ
リ
」（『
博
』）。「
清
明
」
は
二
十
四
節
季
の
五
番
目
。
●

桐
月
＝
未
詳
。
●
修
禊
＝
上
巳
（
三
月
三
日
）
に
水
辺
で
行
わ
れ
た
禊
。「
王

羲
之
蘭
亭
修
禊
事
、
此
春
禊
也
《
略
》
三
月
上
巳
、
張
楽
於
流
水
」（『
正
字

通
』
禊
の
項
）
●
寒
食
＝
後
引
に
よ
り
、
火
を
使
わ
な
い
食
事
を
行
っ
た
。

「
春
秋
ノ
時
晋シ
ン

ノ
文
公
ニ
仕
ヘ
シ
介
子
推
ト
イ
フ
賢
人
ノ
焼ヤ
ケ
ウ
セ失

シ
日
ナ
レ
バ
ト

テ
三
日
ガ
間
火
ヲ
タ
ツ
ナ
リ
」（『
博
』）
●
梅
月
＝
「
四
月　
梅
月　
こ
こ
と

八

月
」

（
安
永
九
〈
一
七
八
〇
〉
刊
『
俳
諧
四
季
部
類
』）
●
蒲
月
＝
「
五
月
之
部　

異

名　

蒲
月
」（『
博
』）
●
午
日
＝
「
猶
五
月
五
日
午
日
也
」（
正
保
三

〈
一
六
四
六
〉
刊
『
壒
囊
鈔
』
一
）
●
浴
蘭
＝
「
沐
芳
莫
弾
冠
、
浴
蘭
莫
振
衣
」

（「
沐
浴
子
」
李
白
）
●
蒲
酒
＝
「
蒲
シ
ヤ
ウ
ブ
ザ
ケ

酒
」（『
編
』）。「
端
午
日　

蒲
酒
」（
承
応

三
〈
一
六
五
四
〉
刊
『
尺
牘
双
魚
』
八
）
●
暑
月
＝
「
親
王
及
三
位
以
上
暑
月

薨
者
謂
六
月

七

月
」（『
令
義
解
』
慶
安
三
（
一
六
五
〇
）
年
版
本
）
●
河
朔
飲
＝
劉

松
ら
が
三
伏
の
暑
い
こ
ろ
に
河
朔
（
河
北
）
の
地
で
飲
酒
し
た
故
事
か
ら
転
じ

て
避
暑
の
為
の
飲
酒
を
い
う
。「
光
禄
劉
松
北
鎮
、
而
袁
紹
夜
酣
酒
、
以
盛
夏

三
伏
之
際
、
昼
夜
与
松
飲
酒
、
至
於
無
知
、
云
以
避
一
時
之
暑
、
故
河
北
避
暑

飲
」（『
芸
文
類
聚
』
五
）
●
瓜
月
＝
未
詳
。
●
乞
巧
／
穿
針
＝
「
乞
巧
」
は

「
乞
巧
奠で
ん

」
の
略
。
七
夕
祭
の
原
型
。「
七
月
七
日
《
略
》
是
夕
。
人
家
婦
女
結

綵
縷
。
穿
七
孔
針
。《
略
》
陳
几
筵
酒
脯
瓜
果
於
庭
中
。
以
乞
巧
」（『
荊
楚
歲

時
記
』）「
穿セ
ン
シ
ン針
ホ
シ
ノ
カ
ゲ
ニ
テ
ハ
リ
ヲ
ト
ヲ
ス
コ
ト
」（『
博
』）
●
蘭
燈
／
火
樹
＝

「
堂
宇
留
光
、
蘭
燈
有
時
不
照
」（『
南
斉
書
』
巻
三
十
六
列
伝
第
十
七　

謝
超

宗　

劉
祥
）。「
華
燈
若
乎
火
樹
、
熾
百
枝
之
煌
煌
」（『
南
斉
書
』
礼
志
上
）
●

走
馬
燈
＝
「
走
ツ
ヱ
ウ
マ
ア
ー
テ
ン

馬
燈
マ
ハ
リ
ト
ウ
ロ
ウ
」（『
南
』）
●
桂
月
＝
「
八ハ
チ
グ
ハ
ツ月　

桂
月
」

（『
異
』）
●
観
濤
＝
「
漢
枚
乗
七
発　

将
以
八
月
之
望
、
往
観
濤
乎
広
陵
之
曲

江
」（『
芸
文
類
聚
』
五
七
）
●
十
五
夜
月
＝
「
亮
在
武
昌
、
諸
佐
吏
殷
浩
之

徒
、
乗
秋
夜
往
共
登
南
楼
、
俄
而
不
覚
亮
至
、
諸
人
将
起
避
之
。
亮
徐
曰
、
諸

君
少
住
、
老
子
於
此
処
興
復
不
浅
」（『
晋
書
』
七
三
列
伝
四
三
）「
青
楼
」
は

妓
楼
。
品
川
は
江
戸
か
ら
南
方
に
あ
る
岡
場
所
。
●
菊
月
＝
「
九
月
之
部　

異

名　

菊き
く

月
」（『
博
』）
●
重
九
＝
「
重
ち
や
う
よ
う
の
せ
つ

陽
節
△
重て
う
く九
」（『
博
』）
●
登
高
＝



51 (28)

「
九
日
ノ
コ
ト

重チ
ヤ
ウ
キ
ウ
九　

○
登ノ
ボ
ル

高
タ
カ
キ
ニ

日ヒ

」

山
ヘ
ノ
ボ
ル
日

（『
博
』）
●
嚢
萸
＝
「
汝
南
桓
景
、
隨
費
長
房
遊
学

累
年
。
長
房
謂
之
曰
、
九
月
九
日
、
汝
家
当
有
災
厄
、
急
宜
去
、
令
家
人
各
作

絳
囊
、
盛
茱
萸
以
繫
臂
、
登
高
飲
菊
酒
、
此
禍
可
消
」（『
芸
文
類
聚
』
四
）
●

陽
月
＝
「
十
じ
う
ぐ
は
つ
の月

異い
め
う名

○
陽よ
う
げ
つ月

」（『
博
』）
●
揺
落
＝
「
悲
哉
秋
之
為
気
也
。
蕭

瑟
兮
草
木
搖
落
而
変
衰
」（『
楚
辞
』
九
弁
）
●
葭
月
＝
未
詳
。
●
至
日
／
亜
歳

＝
「
冬
至
詞　

方
巨
山　

至シ
シ
ツ日
観ミ
ル
コ
トレ

書
シ
ヨ
ヲ

不ス
二

幾イ
ク
カ
ウ
ナ
ラ行

一
」（『
博
』）。「
冬ト
ウ
ジ至
◦

亜
歳
」（『
編
』）
●
添
線
＝
魏
の
こ
ろ
、
冬
至
を
越
え
る
と
宮
中
で
機
織
り
に

一
線
ず
つ
加
え
た
こ
と
か
ら
転
じ
て
、
冬
至
後
の
日
々
を
い
う
。「
魏
開
寓
中

以
紅
線
量
日
影
冬
至
後
日
添
長
一
線
」（『
歳
時
広
記
』）
●
臈
月
＝
「
臈
月
正

月
早
驚
春
」（『
芸
文
類
聚
』
八
六
・
果
部
上
）
●
歳
杪
＝
年
末
の
意
。「
杪
」

は
梢
、
終
わ
り
の
意
。「
中
台
一
襟
涙
、
歳
杪
別
良
朋
」（「
歳
暮
自
広
江
至
新

興
往
復
中
題
峽
山
寺
」
李
洞
）
●
別
歳
＝
「
別ト
シ
ワ
ス
レ歳」（『

編
』）
●
餽
歳
＝
「
蜀

之
風
俗
、
晚
歳
相
与
饋
問
、
謂
之
饋
歲
」（『
風
土
記
』
晋　

周
処
）。「
餽
」
は

「
饋
」
と
同
字
（『
広
韻
』）。「
音
物
」
は
贈
り
物
。「
聟む
こ

の
方
よ
り
舅し
う
とへ

の
音い
ん
も
つ物

に
臘ら
う
そ
く燭
を
箱は
こ

入
に
し
て
や
り
け
る
が
」（
寛
延
四
〈
一
七
五
一
〉
刊
『
軽
口
浮

瓢
単
』
四
・
臘
燭
喰
）
●
鶏
鳴
枕
＝
本
来
「
鶏
鳴
」
は
鶏
が
鳴
く
こ
と
。
ま

た
、
夜
明
け
。「
夜
半
至
函
谷
関
。
秦
昭
王
後
悔
出
孟
嘗
君
、
求
之
已
去
、
即

使
人
馳
伝
逐
之
。
孟
嘗
君
至
関
、
関
法
鶏
鳴
而
出
客
、
孟
嘗
君
恐
追
至
、
客
之

居
下
坐
者
有
能
為
鶏
鳴
、
而
鶏
斉
鳴
、
遂
発
伝
出
」（『
史
記
』
孟
嘗
君
列
伝
）。

「
鶏ト
リ
ジ
ブ
ン鳴」（『

編
』）
●
舂
く
＝
日
が
傾
く
。「
至
於
淵
虞
、
時
謂
高
舂
、
至
於
連

石
、
是
謂
下
舂
」（『
淮
南
子
』
天
文
訓
）

《
翻
刻
》

朱あ
け

楽ら

館く
は
ん

江こ
う

一
巻く
は
んの

書し
よ

を
著あ
ら
はし

堀ほ
り

の
圯い

橋き
や
うの

上う
へ

に
し
て
奴や
つ
この

此こ
の

蔵
に
授さ
づ

く
豈あ
に

啻た
ゞ

奴
の
闕け
つ

文ぶ
ん

を
補お
ぎ
なふ

の
み
な
ら
ん
や
上か
み

は
大
通
本
だ
の
は
け
先
キ
下
は
ヘ
ん
て
こ

浅あ
さ

黄ぎ

の
う
ら
ま
で
此
一
巻
を
懐
ふ
と
こ
ろに

せ
ば
渡わ
た

り
に
猪ち
よ

牙き

を
得ゑ

た
る
が
如
く
寒さ
む

き
に

河ふ

豚ぐ

を
啜す
ゝ

る
が
如
し
惜
お
し
い

哉か
な

奴や
つ
こが

藩や
し
きを

出で

る
時
に
寝ね

席ご
ざ

と
ゝ
も
に
巻ま
き

お
さ
め
て
夜よ

発た
か

の
闢へ
き

中ち
う

に
あ
る
事
久
し
今
幸さ
い
は
ゐに
一
本ぽ
ん

を
得え

て
当し

四も
ん

銭ぜ
に

に
も
易か
え

じ
と
す
こ
れ

を
よ
む
も
の
こ
の
語ご

を
事こ
と

と
（
三
十
八
オ
）
し
世
上
の
自じ

慢ま
ん

の
鼻は
な

梁は
し
らを
グ
ハ
ン

と
い
ふ
ほ
ど
見
し
ら
せ
給
へ

前さ
き
の

棒ぼ
う

組ぐ
み
の

大た
い

酒し
ゆ

兼け
ん

東と
う

海か
い

道だ
う

五
十
三
次
野の

原は
ら
の

宿し
ゆ
く

禰ね

雲く
も

輔す
け

跋
ば
つ
す

印　

印

　
　

今
様 

古
法
帖
書　
　
（
三
十
八
ウ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牛
込
御
細
工
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駿
河
屋
藤
助
蔵
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

彫
工

浜
村
錦
治
（
後
見
返
し
）

《
語
釈
》

●
圯
橋
＝
「
ド
バ
シ
圯ツ
チ
バ
シ橋

」（『
編
』）
●
大
通
本
だ
の
は
け
先
キ
＝
当
時
通
人
に
流
行

の
本
多
髷
。
●
ヘ
ん
て
こ
＝
不
粋
な
こ
と
。「
此
卦
の
客
は
あ
れ
共
へ
ん
て
こ

に
て
は
か
を
ぐ
い
や
り
に
し
て
大
ニ
な
ん
ぎ
す
る
こ
と
あ
り
」（
明
和
八

〈
一
七
七
一
〉
刊
カ
『
擲
銭
青
楼
占
』）
●
浅
黄
の
う
ら
＝
浅
黄
裏
。
田
舎
侍
の

蔑
称
。
粗
野
、
無
知
な
の
で
遊
郭
で
嫌
わ
れ
た
。
●
渡
り
に
猪
牙
＝
慣
用
句
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「
渡
り
に
船
」
に
吉
原
通
い
の
猪
牙
舟
を
か
け
た
。
●
寒
き
に
河
豚
を
啜
る
＝

「
河
豚
の
絵
も
添
て
雪
見
の
誘
ひ
状
」（『
俳
諧
觽
』
五
）
●
藩
＝
藩
邸
を
い
う

か
。「
藩や
し
き邸

の
健ち
う
げ
ん児

は
女
太
夫
に
門も
ん

の
し
ま
り
を
わ
す
れ
」（
安
永
三

〈
一
七
七
四
〉
刊
『
風
流
睟
談
議
』
五
）。
●
寝
席
＝
「
臥ネ
ゴ
ザ席

◦
睡
│
」（『
編
』）

「
寝
席
」
は
寝
床
。「
病
者
寝
席
、
医
之
用
針
石
」（『
淮
南
子
』
説
山
訓
）
●
夜

発
の
闢
中
＝
夜
鷹
は
低
級
な
街
娼
。「
夜よ
た
か発
と
い
ふ
も
の
至い
た
つて
下げ

賤せ
ん

の
遊あ
そ

び
に

し
て
」（
宝
暦
六
〈
一
七
五
六
〉
三
刊
）。
遊
興
に
関
す
る
佚
書
が
壁
か
ら
出
て

く
る
の
は
寛
延
二
〈
一
七
四
九
〉
刊
『
跖
婦
伝
』
以
降
、
再
三
使
用
さ
れ
る
趣

向
。
●
野
原
宿
禰
雲
輔
＝
狂
歌
師
。「
野
原
雲
輔
」
は
紀き
の
さ
だ
ま
る

定
丸
の
前
号
。
大
田

南
畝
の
甥
。

了
。




